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(57)【要約】
　キャリアアグリゲーションベースの無線通信システム
における通信方法を開示する。キャリアアグリゲーショ
ンベースの通信方法は、ＴＤＤセルのサブフレームｎを
介して基地局からＰＤＳＣＨを受信する段階と、ＰＤＳ
ＣＨに対する応答を含むＰＵＣＣＨをＦＤＤセルのサブ
フレームｎ＋４を介して基地局に伝送する段階とを含む
。よって、ＨＡＲＱプロセスを効率的に行うことができ
る。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　端末で実行されるキャリアアグリゲーション（ｃａｒｒｉｅｒ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏ
ｎ）ベースの通信方法であって、
　ＴＤＤ（ｔｉｍｅ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｄｕｐｌｅｘ）セル（ｃｅｌｌ）のサブフレー
ム（ｓｕｂｆｒａｍｅ）ｎを介して基地局からＰＤＳＣＨ（ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｄｏｗｎ
ｌｉｎｋ　ｓｈａｒｅｄ　ｃｈａｎｎｅｌ）を受信する段階と、
　前記ＰＤＳＣＨに対する応答を含むＰＵＣＣＨ（ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｕｐｌｉｎｋ　ｃ
ｏｎｔｒｏｌ　ｃｈａｎｎｅｌ）をＦＤＤ（ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｄ
ｕｐｌｅｘ）セルのサブフレームｎ＋４を介して前記基地局に伝送する段階と、を含む、
キャリアアグリゲーションベースの通信方法。
【請求項２】
　前記ＴＤＤセルのサブフレームｎが下りリンクサブフレームまたは特別（ｓｐｅｃｉａ
ｌ）サブフレームであることを特徴とする、請求項１に記載のキャリアアグリゲーション
ベースの通信方法。
【請求項３】
　前記ＴＤＤセルがセカンダリ（ｓｅｃｏｎｄａｒｙ）セルであることを特徴とする、請
求項１に記載のキャリアアグリゲーションベースの通信方法。
【請求項４】
　前記ＦＤＤセルがプライマリ（ｐｒｉｍａｒｙ）セルであることを特徴とする、請求項
１に記載のキャリアアグリゲーションベースの通信方法。
【請求項５】
　端末で実行されるキャリアアグリゲーション（ｃａｒｒｉｅｒ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏ
ｎ）ベースの通信方法であって、
　ＦＤＤ（ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｄｕｐｌｅｘ）セル（ｃｅｌｌ）の
サブフレーム（ｓｕｂｆｒａｍｅ）ｎを介して基地局からＰＤＳＣＨ（ｐｈｙｓｉｃａｌ
　ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ｓｈａｒｅｄ　ｃｈａｎｎｅｌ）を受信する段階と、
　ＴＤＤ（ｔｉｍｅ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｄｕｐｌｅｘ）セルのサブフレームｎ＋４が上
りリンクサブフレームである場合、前記ＴＤＤセルのサブフレームｎ＋４を介して前記Ｐ
ＤＳＣＨに対する応答を含むＰＵＣＣＨ（ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｕｐｌｉｎｋ　ｃｏｎｔｒ
ｏｌ　ｃｈａｎｎｅｌ）を前記基地局に伝送する段階と、を含む、キャリアアグリゲーシ
ョンベースの通信方法。
【請求項６】
　前記キャリアアグリゲーションベースの通信方法は、
　前記ＴＤＤセルのサブフレームｎ＋４が上りリンクサブフレームでない場合、前記ＴＤ
Ｄセルのサブフレームｎ＋４以後に最も隣接する上りリンクサブフレームを介して前記Ｐ
ＤＳＣＨに対する応答を含むＰＵＣＣＨを前記基地局に伝送する段階をさらに含むことを
特徴とする、請求項５に記載のキャリアアグリゲーションベースの通信方法。
【請求項７】
　前記ＦＤＤセルがセカンダリ（ｓｅｃｏｎｄａｒｙ）セルであることを特徴とする、請
求項５に記載のキャリアアグリゲーションベースの通信方法。
【請求項８】
　前記ＴＤＤセルがプライマリ（ｐｒｉｍａｒｙ）セルであることを特徴とする、請求項
５に記載のキャリアアグリゲーションベースの通信方法。
【請求項９】
　端末で実行されるキャリアアグリゲーション（ｃａｒｒｉｅｒ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏ
ｎ）ベースの通信方法であって、
　ＦＤＤ（ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｄｕｐｌｅｘ）セル（ｃｅｌｌ）の
サブフレーム（ｓｕｂｆｒａｍｅ）ｎを介して基地局からＰＤＳＣＨ（ｐｈｙｓｉｃａｌ
　ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ｓｈａｒｅｄ　ｃｈａｎｎｅｌ）を受信する段階と、



(3) JP 2016-530781 A 2016.9.29

10

20

30

40

50

　ＴＤＤ（ｔｉｍｅ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｄｕｐｌｅｘ）セルのＵＬ／ＤＬ（ｕｐｌｉｎ
ｋ／ｄｏｗｎｌｉｎｋ）設定（ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）によるＤＬ－ＵＬ対応関係
に符合する上りリンクサブフレームが前記サブフレームｎと対応する場合、前記ＴＤＤセ
ルの前記上りリンクサブフレームを介して前記ＰＤＳＣＨに対する応答を含むＰＵＣＣＨ
（ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｕｐｌｉｎｋ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｃｈａｎｎｅｌ）を前記基地局に
伝送する段階と、を含む、キャリアアグリゲーションベースの通信方法。
【請求項１０】
　前記キャリアアグリゲーションベースの通信方法は、
　前記ＴＤＤセルのＵＬ／ＤＬ設定によるＤＬ－ＵＬ対応関係に符合する上りリンクサブ
フレームが前記サブフレームｎと対応しない場合、前記ＴＤＤセルの上りリンクサブフレ
ーム中の予め設定されたＤＬ－ＵＬ対応関係に符合する上りリンクサブフレームを介して
前記ＰＤＳＣＨに対する応答を含むＰＵＣＣＨを前記基地局に伝送する段階と、をさらに
含むことを特徴とする、請求項９に記載のキャリアアグリゲーションベースの通信方法。
【請求項１１】
　前記予め設定されたＤＬ－ＵＬ対応関係に符合する上りリンクサブフレームが前記ＴＤ
Ｄセルのサブフレームｎ＋４以後に最も隣接する上りリンクサブフレームであることを特
徴とする、請求項１０に記載のキャリアアグリゲーションベースの通信方法。
【請求項１２】
　前記予め設定されたＤＬ－ＵＬ対応関係に符合する上りリンクサブフレームが前記ＴＤ
Ｄセルのサブフレームｎ＋５であることを特徴とする、請求項１０に記載のキャリアアグ
リゲーションベースの通信方法。
【請求項１３】
　前記予め設定されたＤＬ－ＵＬ対応関係に符合する上りリンクサブフレームが前記ＴＤ
Ｄセルの次の無線（ｒａｄｉｏ）フレームに含まれた一番目の上りリンクサブフレームで
あることを特徴とする、請求項１０に記載のキャリアアグリゲーションベースの通信方法
。
【請求項１４】
　前記ＦＤＤセルがセカンダリ（ｓｅｃｏｎｄａｒｙ）セルであることを特徴とする、請
求項９に記載のキャリアアグリゲーションベースの通信方法。
【請求項１５】
　前記ＴＤＤセルがプライマリ（ｐｒｉｍａｒｙ）セルであることを特徴とする、請求項
９に記載のキャリアアグリゲーションベースの通信方法。
【請求項１６】
　端末で実行されるキャリアアグリゲーション（ｃａｒｒｉｅｒ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏ
ｎ）ベースの通信方法であって、
　ＦＤＤ（ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｄｕｐｌｅｘ）セル（ｃｅｌｌ）の
サブフレーム（ｓｕｂｆｒａｍｅ）ｎを介して基地局から上りリンクグラント（ｇｒａｎ
ｔ）を含むＰＤＣＣＨ（ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｃｈａ
ｎｎｅｌ）を受信する段階と、
　前記上りリンクグラントをベースにＴＤＤ（ｔｉｍｅ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｄｕｐｌｅ
ｘ）セルのサブフレームｎ＋ｋを介してＰＵＳＣＨ（ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｕｐｌｉｎｋ　
ｓｈａｒｅｄ　ｃｈａｎｎｅｌ）を前記基地局に伝送する段階と、
　前記ＦＤＤセルのサブフレームｎ＋１０を介してＰＵＳＣＨに対する応答を含むＰＨＩ
ＣＨ（ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｈｙｂｒｉｄ－ＡＲＱ　ｉｎｄｉｃａｔｏｒ　ｃｈａｎｎｅｌ
）を前記基地局から受信する段階と、を含むキャリアアグリゲーションベースの通信方法
。
【請求項１７】
　前記サブフレームｎ＋ｋが前記ＴＤＤセルのサブフレームｎ＋４であることを特徴とす
る、請求項１６に記載のキャリアアグリゲーションベースの通信方法。
【請求項１８】
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　前記サブフレームｎ＋ｋが前記ＴＤＤセルのサブフレームｎ＋５であることを特徴とす
る、請求項１６に記載のキャリアアグリゲーションベースの通信方法。
【請求項１９】
　前記サブフレームｎ＋ｋが前記ＴＤＤセルのサブフレームｎ＋６であることを特徴とす
る、請求項１６に記載のキャリアアグリゲーションベースの通信方法。
【請求項２０】
　前記ＴＤＤセルが前記ＦＤＤセルによりクロスキャリアスケジューリング（ｃｒｏｓｓ
　ｃａｒｒｉｅｒ　ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ）されることを特徴とする、請求項１６に記載
のキャリアアグリゲーションベースの通信方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信システムにおける通信方法に関し、より詳しくは、ＴＤＤ（ｔｉｍ
ｅ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｄｕｐｌｅｘ）キャリアとＦＤＤ（ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖ
ｉｓｉｏｎ　ｄｕｐｌｅｘ）キャリアが集約された無線通信システムにおける通信方法に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　セルラー（ｃｅｌｌｕｌａｒ）通信環境で端末がデータ（ｄａｔａ）を送受信する一般
的な方法は基地局を経由する方法である。すなわち、第２端末に伝送させるデータがある
場合、第１端末はそのデータを自分の属する第１基地局に伝送する。第１基地局は、第１
端末から受信したデータを、コア網を介して第２端末の属する第２基地局に伝送する。最
後に、第２基地局は、第１基地局から受信したデータを第２端末に伝送する。ここで、第
１基地局と第２基地局は同一の基地局であってもよく、互いに異なる基地局であってもよ
い。
【０００３】
　このような無線通信システムにキャリアアグリゲーション（ｃａｒｒｉｅｒ　ａｇｇｒ
ｅｇａｔｉｏｎ、ＣＡ）技術が導入され得る。キャリアアグリゲーション技術は、複数の
コンポーネントキャリア（ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　ｃａｒｒｉｅｒ、ＣＣ）を集約して１つ
の広帯域を構成する技術を意味する。従来におけるキャリアアグリゲーションベースの無
線通信システムにおいては同一方式のコンポーネントキャリアのみが集約された。すなわ
ち、ＴＤＤ（ｔｉｍｅ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｄｕｐｌｅｘ）方式で動作するコンポーネン
トキャリアのみが集約されるか、またはＦＤＤ（ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ
　ｄｕｐｌｅｘ）方式で動作するコンポーネントキャリアのみが集約される。特に、ＴＤ
Ｄ方式で動作するキャリアアグリゲーションの場合、同一のＵＬ－ＤＬ設定（ｕｐｌｉｎ
ｋ－ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）を使用するコンポーネントキャリ
アのみが集約される。
【０００４】
　一方、ＴＤＤキャリアとＦＤＤキャリアとが集約された無線通信システムで通信が実行
されることができ、このような無線通信システムでスケジューリング（ｓｃｈｅｄｕｌｉ
ｎｇ）情報、データ、データに対する応答であるＡＣＫ／ＮＡＣＫ（ａｃｋｎｏｗｌｅｄ
ｇｅ／ｎｏｎ－ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅ）が効率的に伝送できないという問題がある。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　前記のような問題点を解決するための本発明の目的は、ＴＤＤキャリアとＦＤＤキャリ
アが集約された無線通信システムでＨＡＲＱプロセスを効率的に実行するための方法を提
供する。
【０００６】
　前記のような問題点を解決するための本発明の他の目的は、ＴＤＤキャリアとＦＤＤキ
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ャリアが集約された無線通信システムでＨＡＲＱプロセスを効率的に実行するための装置
を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記目的を達成するための本発明の一実施形態に係る端末で実行されるキャリアアグリ
ゲーションベースの通信方法は、ＴＤＤセルのサブフレームｎを介して基地局からＰＤＳ
ＣＨを受信する段階と、前記ＰＤＳＣＨに対する応答を含むＰＵＣＣＨをＦＤＤセルのサ
ブフレームｎ＋４を介して前記基地局に伝送する段階とを含む。
【０００８】
　ここで、前記ＴＤＤセルのサブフレームｎは、下りリンクサブフレームまたは特別サブ
フレームであってもよい。
【０００９】
　ここで、前記ＴＤＤセルは、セカンダリセルであってもよい。
【００１０】
　ここで、前記ＦＤＤセルは、プライマリセルであってもよい。
【００１１】
　前記目的を達成するための本発明の他の実施形態に係る端末で実行されるキャリアアグ
リゲーションベースの通信方法は、ＦＤＤセルのサブフレームｎを介して基地局からＰＤ
ＳＣＨを受信する段階と、ＴＤＤセルのサブフレームｎ＋４が上りリンクサブフレームで
ある場合、前記ＴＤＤセルのサブフレームｎ＋４を介して前記ＰＤＳＣＨに対する応答を
含むＰＵＣＣＨを前記基地局に伝送する段階とを含む。
【００１２】
　ここで、前記キャリアアグリゲーションベースの通信方法は、前記ＴＤＤセルのサブフ
レームｎ＋４が上りリンクサブフレームでない場合、前記ＴＤＤセルのサブフレームｎ＋
４以後に最も隣接する上りリンクサブフレームを介して前記ＰＤＳＣＨに対する応答を含
むＰＵＣＣＨを前記基地局に伝送する段階をさらに含むことができる。
【００１３】
　ここで、前記ＦＤＤセルは、セカンダリセルであってもよい。
【００１４】
　ここで、前記ＴＤＤセルは、プライマリセルであってもよい。
【００１５】
　前記目的を達成するための本発明のまた他の実施形態に係る端末で実行されるキャリア
アグリゲーションベースの通信方法は、ＦＤＤセルのサブフレームｎを介して基地局から
ＰＤＳＣＨを受信する段階と、ＴＤＤセルのＵＬ／ＤＬ設定によるＤＬ－ＵＬ対応関係に
符合する上りリンクサブフレームが前記サブフレームｎと対応する場合、前記ＴＤＤセル
の前記上りリンクサブフレームを介して前記ＰＤＳＣＨに対する応答を含むＰＵＣＣＨを
前記基地局に伝送する段階とを含む。
【００１６】
　ここで、前記キャリアアグリゲーションベースの通信方法は、前記ＴＤＤセルのＵＬ／
ＤＬ設定によるＤＬ－ＵＬ対応関係に符合する上りリンクサブフレームが前記サブフレー
ムｎと対応しない場合、前記ＴＤＤセルの上りリンクサブフレーム中の予め設定されたＤ
Ｌ－ＵＬ対応関係に符合する上りリンクサブフレームを介して前記ＰＤＳＣＨに対する応
答を含むＰＵＣＣＨを前記基地局に伝送する段階をさらに含むことができる。
【００１７】
　ここで、前記予め設定されたＤＬ－ＵＬ対応関係に符合する上りリンクサブフレームは
、前記ＴＤＤセルのサブフレームｎ＋４以後に最も隣接する上りリンクサブフレームであ
ってもよい。
【００１８】
　ここで、前記予め設定されたＤＬ－ＵＬ対応関係に符合する上りリンクサブフレームは
、前記ＴＤＤセルのサブフレームｎ＋５であってもよい。
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【００１９】
　ここで、前記予め設定されたＤＬ－ＵＬ対応関係に符合する上りリンクサブフレームは
、前記ＴＤＤセルの次の無線フレームに含まれた一番目の上りリンクサブフレームであっ
てもよい。
【００２０】
　ここで、前記ＦＤＤセルは、セカンダリセルであってもよい。
【００２１】
　ここで、前記ＴＤＤセルは、プライマリセルであってもよい。
【００２２】
　前記目的を達成するための本発明のまた他の実施形態に係る端末で実行されるキャリア
アグリゲーションベースの通信方法は、ＦＤＤセルのサブフレームｎを介して基地局から
上りリンクグラントを含むＰＤＣＣＨを受信する段階と、前記上りリンクグラントをベー
スにＴＤＤセルのサブフレームｎ＋ｋを介してＰＵＳＣＨを前記基地局に伝送する段階と
、前記ＦＤＤセルのサブフレームｎ＋１０を介してＰＵＳＣＨに対する応答を含むＰＨＩ
ＣＨを前記基地局から受信する段階とを含む。
【００２３】
　ここで、前記サブフレームｎ＋ｋは、前記ＴＤＤセルのサブフレームｎ＋４であっても
よい。
【００２４】
　ここで、前記サブフレームｎ＋ｋは、前記ＴＤＤセルのサブフレームｎ＋５であっても
よい。
【００２５】
　ここで、前記サブフレームｎ＋ｋは、前記ＴＤＤセルのサブフレームｎ＋６であっても
よい。
【００２６】
　ここで、前記ＴＤＤセルは、前記ＦＤＤセルによりクロスキャリアスケジューリングさ
れていてもよい。
【発明の効果】
【００２７】
　本発明によれば、ＴＤＤキャリアとＦＤＤキャリアが集約された無線通信システムでＨ
ＡＲＱプロセスを効率的に行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】本発明に係る方法を実行する端末の一実施形態を示すブロック図である。
【図２】ＬＴＥ－ＴＤＤモードのＵＬ／ＤＬ設定３でＤＬ－ＵＬ対応関係を示す概念図で
ある。
【図３】ＦＤＤセルがプライマリセルである場合のＴＤＤセカンダリセルのＤＬ－ＵＬ対
応関係（すなわち、「方法１－１」でＴＤＤセルのＵＬ／ＤＬ設定が１の場合）を示す概
念図である。
【図４】ＦＤＤセルがプライマリセルである場合のＴＤＤセカンダリセルのＤＬ－ＵＬ対
応関係（すなわち、「方法１－２」でＵＬ／ＤＬ設定が１の場合）を示す概念図である。
【図５】ＴＤＤセルがプライマリセルである場合のＦＤＤセカンダリセルのＤＬ－ＵＬ対
応関係（すなわち、「方法２－３」でＵＬ／ＤＬ設定が３の場合）を示す概念図である。
【図６】ＴＤＤセルがプライマリセルである場合のＦＤＤセカンダリセルのＤＬ－ＵＬ対
応関係（すなわち、「方法２－４」でＵＬ／ＤＬ設定が０の場合）を示す概念図である。
【図７】ＴＤＤセルがプライマリセルである場合のＦＤＤセカンダリセルのＤＬ－ＵＬ対
応関係（すなわち、「方法２－５」でＴＤＤセルのＵＬ／ＤＬ設定が０の場合）を示す概
念図である。
【図８】ＴＤＤセルがプライマリセルである場合のＦＤＤセカンダリセルのＤＬ－ＵＬ対
応関係（すなわち、「方法２－５」でＴＤＤセルのＵＬ／ＤＬ設定が１の場合）を示す概
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念図である。
【図９】ＴＤＤセルがプライマリセルである場合のＦＤＤセカンダリセルのＤＬ－ＵＬ対
応関係（すなわち、「方法２－５」でＴＤＤセルのＵＬ／ＤＬ設定が２の場合）を示す概
念図である。
【図１０】ＴＤＤセルがプライマリセルである場合のＦＤＤセカンダリセルのＤＬ－ＵＬ
対応関係（すなわち、「方法２－５」でＴＤＤセルのＵＬ／ＤＬ設定が３の場合）を示す
概念図である。
【図１１】ＴＤＤセルがプライマリセルである場合のＦＤＤセカンダリセルのＤＬ－ＵＬ
対応関係（すなわち、「方法２－５」でＴＤＤセルのＵＬ／ＤＬ設定が４の場合）を示す
概念図である。
【図１２】ＴＤＤセルがプライマリセルである場合のＦＤＤセカンダリセルのＤＬ－ＵＬ
対応関係（すなわち、「方法２－５」でＴＤＤセルのＵＬ／ＤＬ設定が５の場合）を示す
概念図である。
【図１３】ＴＤＤセルがプライマリセルである場合のＦＤＤセカンダリセルのＤＬ－ＵＬ
対応関係（すなわち、「方法２－５」でＴＤＤセルのＵＬ／ＤＬ設定が６の場合）を示す
概念図である。
【図１４】ＴＤＤセルがプライマリセルである場合のＦＤＤセカンダリセルのＤＬ－ＵＬ
対応関係（すなわち、「方法２－７」でＴＤＤセルのＵＬ／ＤＬ設定が０の場合）を示す
概念図である。
【図１５】ＴＤＤセルがＦＤＤセルによりクロスキャリアスケジューリングされた場合の
ＴＤＤセルのＰＵＳＣＨ伝送対応関係（すなわち、「方法３－１」でＴＤＤセルのＵＬ／
ＤＬ設定が０の場合）を示す概念図である。
【図１６】ＴＤＤセルがＦＤＤセルによりクロスキャリアスケジューリングされた場合の
ＴＤＤセルのＰＵＳＣＨ伝送対応関係（すなわち、「方法３－２」でＴＤＤセルのＵＬ／
ＤＬ設定が１の場合）を示す概念図である。
【図１７】ＦＤＤセルがＴＤＤセルによりクロスキャリアスケジューリングされた場合の
ＦＤＤセルのＰＵＳＣＨ伝送対応関係（すなわち、「方法３－５」でＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ
設定が１の場合）を示す概念図である。
【図１８】ＦＤＤセルがＴＤＤセルによりクロスキャリアスケジューリングされた場合の
ＦＤＤセルのＰＵＳＣＨ伝送対応関係（すなわち、「方法３－５」でＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ
設定が５の場合）を示す概念図である。
【図１９】ＦＤＤセルがＴＤＤセルによりクロスキャリアスケジューリングされた場合の
ＦＤＤセルのＰＵＳＣＨ伝送対応関係（すなわち、「方法３－６」でＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ
設定が１の場合）を示す概念図である。
【図２０】ＦＤＤセルがＴＤＤセルによりクロスキャリアスケジューリングされた場合の
ＦＤＤセルのＰＵＳＣＨ伝送対応関係（すなわち、「方法３－７」でＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ
設定が５の場合）を示す概念図である。
【図２１】ＦＤＤセルがＴＤＤセルによりクロスキャリアスケジューリングされた場合の
ＦＤＤセルのＰＵＳＣＨ伝送対応関係（すなわち、「方法３－１２」でＴＤＤ　ＵＬ／Ｄ
Ｌ設定が１の場合）を示す概念図である。
【図２２】ＦＤＤセルがＴＤＤセルによりクロスキャリアスケジューリングされた場合の
ＦＤＤセルのＰＵＳＣＨ伝送対応関係（すなわち、「方法３－１２」でＴＤＤ　ＵＬ／Ｄ
Ｌ設定が３の場合）を示す概念図である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２９】
　本発明は、多様な変更を加えることができると共に、多様な実施形態を有することがで
きるため、特定の実施形態を図示しながら詳細に説明する。
【００３０】
　しかしながら、これが本発明を特定の実施形態に限定しようとするものでなく、本発明
の思想及び技術範囲に含まれる全ての変更、均等物ないし代替物を含むものであることを
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理解しなければならない。
【００３１】
　「第１、第２」などの用語は、多様な構成要素を説明するために用いられるが、前記構
成要素が前記用語によって限定されない。前記用語は１つの構成要素を他の構成要素から
区別する目的だけで用いられる。例えば、本発明の権利範囲を逸脱せず、第１構成要素は
第２構成要素と命名され、類似に第２構成要素も第１構成要素と命名され得る。「及び／
または」の用語は、複数の関連項目の組み合わせまたは複数の関連項目のいずれかの項目
を含む。
【００３２】
　ある構成要素が他の構成要素に「連結されて」あるとか、または「接続されて」あると
言及された場合には、その他の構成要素に直接に連結されているか、または接続されてい
てもよいが、間に他の構成要素が存在し得ることも理解すべきである。一方、ある構成要
素が他の構成要素に「直接連結されて」あるとか「直接接続されて」あると言及された場
合には、間に他の構成要素が存在しないものと理解すべきである。
【００３３】
　本出願で用いる用語は、単に特定の実施形態を説明するために用いられたもので、本発
明を限定しようとする意図はない。単数の表現は文脈上明白に異なる意味を有しない限り
、複数の表現をも含む。本出願において、「含む」または「有する」などの用語は、明細
書上に記載された特徴、数字、段階、動作、構成要素、部品またはこれを組み合わせたも
のが存在することを指定するものであって、１つまたはそれ以上の他の特徴や数字、段階
、動作、構成要素、部品またはこれを組み合わせたものなどの存在または付加の可能性を
予め排除しないものと理解すべきである。
【００３４】
　他に定義しない限り、技術的や科学的な用語を含み、ここで用いられる全ての用語は、
本発明が属する技術分野で通常の知識を有する者によって一般的に理解されることと同じ
意味を有する。一般に用いられる、事前に定義されているような用語は関連技術の文脈上
に有する意味と同じ意味を有するものと解釈しなければならなく、本出願で明白に定義し
ない限り、理想的または過度に形式的な意味に解釈されない。
【００３５】
　以下、添付図面を参照しながら、本発明の好適な実施形態をより詳細に説明する。本発
明を説明において、全体的な理解を容易とするために図面上の同一構成要素に対しては同
一参照符号を使用し、同一構成要素についての重複説明は省略する。
【００３６】
　明細書において、綱（ｎｅｔｗｏｒｋ）は、例えば、ＷｉＦｉ（ｗｉｒｅｌｅｓｓ　ｆ
ｉｄｅｌｉｔｙ）のような無線インターネット、ＷｉＢｒｏ（ｗｉｒｅｌｅｓｓ　ｂｒｏ
ａｄｂａｎｄ　ｉｎｔｅｒｎｅｔ）またはＷｉＭａｘ（ｗｏｒｌｄ　ｉｎｔｅｒｏｐｅｒ
ａｂｉｌｉｔｙ　ｆｏｒ　ｍｉｃｒｏｗａｖｅ　ａｃｃｅｓｓ）のような携帯インターネ
ット、ＧＳＭ（登録商標）（ｇｌｏｂａｌ　ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　ｍｏｂｉｌｅ　ｃｏ
ｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ）またはＣＤＭＡ（ｃｏｄｅ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐ
ｌｅ　ａｃｃｅｓｓ）のような第２世代移動通信システム、ＷＣＤＭＡ（登録商標）（ｗ
ｉｄｅｂａｎｄ　ｃｏｄｅ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ａｃｃｅｓｓ）また
はＣＤＭＡ２０００のような第３世代移動通信システム、ＨＳＤＰＡ（ｈｉｇｈ　ｓｐｅ
ｅｄ　ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ｐａｃｋｅｔ　ａｃｃｅｓｓ）またはＨＳＵＰＡ（ｈｉｇｈ　
ｓｐｅｅｄ　ｕｐｌｉｎｋ　ｐａｃｋｅｔ　ａｃｃｅｓｓ）のような第３．５世代移動通
信システム、ＬＴＥ（ｌｏｎｇ　ｔｅｒｍ　ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）綱またはＬＴＥ－Ａｄ
ｖａｎｃｅｄネットワークのような第４世代移動通信システム、及び第５世代移動通信シ
ステムなどを含むことができる。
【００３７】
　明細書において、端末（ｔｅｒｍｉｎａｌ）は、移動局（ｍｏｂｉｌｅ　ｓｔａｔｉｏ
ｎ）、移動端末（ｍｏｂｉｌｅ　ｔｅｒｍｉｎａｌ）、加入者局（ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ
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　ｓｔａｔｉｏｎ）、携帯加入者局（ｐｏｒｔａｂｌｅ　ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　ｓｔａ
ｔｉｏｎ）、使用者装置（ｕｓｅｒ　ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）、接近端末（ａｃｃｅｓｓ　
ｔｅｒｍｉｎａｌ）などを指称してもよく、端末、移動局、移動端末、加入者局、携帯加
入者局、使用者装置、接近端末などの全部または一部の機能を含んでもよい。
【００３８】
　ここで、端末として、通信が可能なデスクトップコンピュータ（ｄｅｓｋｔｏｐ　ｃｏ
ｍｐｕｔｅｒ）、ラップトップコンピュータ（ｌａｐｔｏｐ　ｃｏｍｐｕｔｅｒ）、タブ
レット（ｔａｂｌｅｔ）ＰＣ、無線電話機（ｗｉｒｅｌｅｓｓ　ｐｈｏｎｅ）、携帯電話
（ｍｏｂｉｌｅ　ｐｈｏｎｅ）、スマートフォン（ｓｍａｒｔ　ｐｈｏｎｅ）、スマート
ウォッチ（ｓｍａｒｔ　ｗａｔｃｈ）、スマートガラス（ｓｍａｒｔ　ｇｌａｓｓ）、電
子書籍リーダ、ＰＭＰ（ｐｏｒｔａｂｌｅ　ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　ｐｌａｙｅｒ）、携
帯ゲーム機、ナビゲーション（ｎａｖｉｇａｔｉｏｎ）装置、デジタルカメラ（ｄｉｇｉ
ｔａｌ　ｃａｍｅｒａ）、ＤＭＢ（ｄｉｇｉｔａｌ　ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　ｂｒｏａｄ
ｃａｓｔｉｎｇ）再生機、デジタル音声録音機（ｄｉｇｉｔａｌ　ａｕｄｉｏ　ｒｅｃｏ
ｒｄｅｒ）、デジタル音声再生機（ｄｉｇｉｔａｌ　ａｕｄｉｏ　ｐｌａｙｅｒ）、デジ
タル映像録画器（ｄｉｇｉｔａｌ　ｐｉｃｔｕｒｅ　ｒｅｃｏｒｄｅｒ）、デジタル映像
再生機（ｄｉｇｉｔａｌ　ｐｉｃｔｕｒｅ　ｐｌａｙｅｒ）、デジタル動画録画器（ｄｉ
ｇｉｔａｌ　ｖｉｄｅｏ　ｒｅｃｏｒｄｅｒ）、デジタル動画再生機（ｄｉｇｉｔａｌ　
ｖｉｄｅｏ　ｐｌａｙｅｒ）などを用いられる。
【００３９】
　明細書において、基地局（ｂａｓｅ　ｓｔａｔｉｏｎ）は、アクセスポイント（ａｃｃ
ｅｓｓ　ｐｏｉｎｔ）、無線アクセス局（ｒａｄｉｏ　ａｃｃｅｓｓ　ｓｔａｔｉｏｎ）
、ノードＢ（ｎｏｄｅ　Ｂ）、高度化ノードＢ（ｅｖｏｌｖｅｄ　ｎｏｄｅＢ）、送受信
基地局（ｂａｓｅ　ｔｒａｎｓｃｅｉｖｅｒ　ｓｔａｔｉｏｎ）、ＭＭＲ（ｍｏｂｉｌｅ
　ｍｕｌｔｉｈｏｐ　ｒｅｌａｙ）－ＢＳなどを指称してもよく、基地局、アクセスポイ
ント、無線アクセス局、ノードＢ、ｅＮｏｄｅＢ、送受信基地局、ＭＭＲ－ＢＳなどの全
部または一部の機能を含んでもよい。
【００４０】
　図１は、本発明に係る方法を実行する端末の一実施形態を示すブロック図である。
【００４１】
　図１において、端末１０は、少なくとも１つのプロセッサ１１、メモリ１２及びネット
ワーク２０に接続されて通信を行うネットワークインタフェース装置１３を含むことがで
きる。また、端末１０は、入力インタフェース装置１４、出力インタフェース装置１５、
保存装置１６などをさらに含むことができる。端末１０に含まれたそれぞれの構成は、バ
ス（ｂｕｓ）１７により接続されて互いに通信を行うことができる。
【００４２】
　プロセッサ１１は、メモリ１２及び／または保存装置１６に保存されたプログラム命令
を行うことができる。プロセッサ１１は、中央処理装置（ｃｅｎｔｒａｌ　ｐｒｏｃｅｓ
ｓｉｎｇ　ｕｎｉｔ、ＣＰＵ）、グラフィック処理装置（ｇｒａｐｈｉｃｓ　ｐｒｏｃｅ
ｓｓｉｎｇ　ｕｎｉｔ、ＧＰＵ）、本発明に係る方法が実行される専用のプロセッサを意
味する。メモリ１２と保存装置１６は、揮発性保存媒体及び／または不揮発性保存媒体で
構成され得る。例えば、メモリ１２は、読み出し専用メモリ（ｒｅａｄ　ｏｎｌｙ　ｍｅ
ｍｏｒｙ、ＲＯＭ）及び／またはランダムアクセスメモリ（ｒａｎｄｏｍ　ａｃｃｅｓｓ
　ｍｅｍｏｒｙ、ＲＡＭ）で構成され得る。
【００４３】
　次に、ＬＴＥ－ＴＤＤ（ｔｉｍｅ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｄｕｐｌｅｘ）モードのフレー
ム構造及び基本的な運用方式を説明する。
【００４４】
　下記表１のように、ＬＴＥ－ＴＤＤモードにおいては、合計７個の上りリンク（ｕｐｌ
ｉｎｋ、ＵＬ）／下りリンク（ｄｏｗｎｌｉｎｋ、ＤＬ）設定（ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉ
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ｏｎ）が存在し得る。
【００４５】
【表１】

【００４６】
　表１は、ＬＴＥ－ＴＤＤモードの各設定でＤＬ－ＵＬ対応関係を示す。ここで、「Ｄ」
は下りリンクサブフレームを意味し、「Ｕ」は上りリンクサブフレームを意味し、「Ｓ」
は特別サブフレームを意味する。特別サブフレームは下りリンク伝送のために用いられる
。ＤＬ－ＵＬ対応関係は、ある上りリンクサブフレームを介してＨＡＲＱ（ｈｙｂｒｉｄ
　ａｕｔｏｍａｔｉｃ　ｒｅｐｅａｔ　ｒｅｑｕｅｓｔ）－ＡＣＫが伝送される場合、Ｈ
ＡＲＱ－ＡＣＫに対応するＰＤＳＣＨ（ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ｓｈａｒ
ｅｄ　ｃｈａｎｎｅｌ）伝送または下りリンクＳＰＳ（ｓｅｍｉ－ｐｅｒｓｉｓｔｅｎｔ
　ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ）解除を指示するＰＤＣＣＨ（ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｄｏｗｎｌｉ
ｎｋ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｃｈａｎｎｅｌ）伝送がどの下りリンクサブフレームから発生し
たものかを示し得る。ＨＡＲＱ－ＡＣＫが上りリンクサブフレームｎを介して伝送される
場合、ＨＡＲＱ－ＡＣＫに対応する下りリンクサブフレームがサブフレームｎ－ｋであれ
ば、ｋは少なくとも１つの値で構成された集合Ｋの元素であってもよい。下記表２はＬＴ
Ｅ－ＴＤＤモードのための下りリンクアソシエーション集合インデックス（ａｓｓｏｃｉ
ａｔｉｏｎ　ｓｅｔ　ｉｎｄｅｘ）Ｋ（｛ｋ０，ｋ１，…，ｋＭ－１｝）の例を示す。
【００４７】
【表２】

【００４８】
　ＬＴＥ－ＴＤＤモードの各ＵＬ／ＤＬ設定で下りリンク伝送に対するＤＬ－ＵＬ対応関
係は、表１及び表２から獲得され得る。
【００４９】
　図２は、ＬＴＥ－ＴＤＤモードのＵＬ／ＤＬ設定３でＤＬ－ＵＬ対応関係を示す概念図
である。
【００５０】
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　図２において、ｎ番目の無線フレーム（ｒａｄｉｏ　ｆｒａｍｅ）中のサブフレーム１
、５、６を介して伝送されたＰＤＳＣＨまたは下りリンクＳＰＳ解除を指示するＰＤＣＣ
Ｈに対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫは、ｎ＋１番目の無線フレーム中のサブフレーム２を介し
て伝送され得る。
【００５１】
　次に、ＬＴＥ－ＴＤＤモードとＬＴＥ－ＦＤＤ（ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏ
ｎ　ｄｕｐｌｅｘ）モードのジョイント（ｊｏｉｎｔ）動作について説明する。
【００５２】
ＤＬ参照ＵＬ／ＤＬ設定
　ＬＴＥ－ＴＤＤモードで互いに異なるＵＬ／ＤＬ設定を有するキャリア（ｃａｒｒｉｅ
ｒ）を用いるキャリアアグリゲーション（ｃａｒｒｉｅｒ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ）シ
ステムにおいてＨＡＲＱ－ＡＣＫの伝送のためにＤＬ参照ＵＬ／ＤＬ設定が用いられる。
すなわち、端末は、あるセルの下りリンクサブフレームを介する受信と、これに対応する
ＨＡＲＱ－ＡＣＫの時間的関係を決定するためにＤＬ参照ＵＬ／ＤＬ設定を用いてもよい
。
【００５３】
　本発明でＦＤＤセルとＴＤＤセルにおいて構成されるキャリアアグリゲーションシステ
ムにおいて端末がＨＡＲＱ－ＡＣＫを伝送する方法について説明する。複数のセル（また
は、キャリア）が端末のために設定された場合、設定されたセル中の１つのセルはプライ
マリ（ｐｒｉｍａｒｙ）セルに設定されていてもよく、残りセルはセカンダリ（ｓｅｃｏ
ｎｄａｒｙ）セルに設定され得る。複数のセルを有する端末は常にプライマリセルのＰＵ
ＣＣＨ（ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｕｐｌｉｎｋ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｃｈａｎｎｅｌ）を介して
ＨＡＲＱ－ＡＣＫを伝送し得る。一方、セカンダリセルを介して伝送されるＰＤＳＣＨ／
ＰＵＳＣＨ（ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｕｐｌｉｎｋ　ｓｈａｒｅｄ　ｃｈａｎｎｅｌ）のスケ
ジューリングを指示するＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨ（ｅｎｈａｎｃｅｄ　ＰＤＣＣＨ）は
他のセルを介して伝送され得る。このような方式のスケジューリングをクロスキャリアス
ケジューリング（ｃｒｏｓｓ－ｃａｒｒｉｅｒ　ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ）とする。クロス
キャリアスケジューリングが実行される場合、ＣＩＦ（ｃａｒｒｉｅｒ　ｉｎｄｉｃａｔ
ｏｒ　ｆｉｅｌｄ）は端末のＤＣＩ（ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｉｎｆｏｒｍ
ａｔｉｏｎ）に含まれ、端末はＣＩＦ値をベースに複数のセルのうちからＤＣＩのスケジ
ューリング対象のセルを確認することができる。
【００５４】
ＦＤＤセルがプライマリセルであって、ＴＤＤセルがセカンダリセルである場合
　ＦＤＤプライマリセルのＤＬ参照ＵＬ／ＤＬ設定は、ＦＤＤプライマリセルのＵＬ／Ｄ
Ｌ設定から選択され得る。これはＦＤＤプライマリセルに対して既存ＦＤＤ　ＨＡＲＱ－
ＡＣＫタイミング（ｔｉｍｉｎｇ）が適用されることを意味する。すなわち、ＦＤＤセル
の下りリンクサブフレームｎにスケジューリングされたＰＤＳＣＨまたは下りリンクＳＰ
Ｓ解除を指示するＰＤＣＣＨに対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫは上りリンクサブフレームｎ＋
４を介して伝送され得る。
【００５５】
　次に、ＴＤＤセカンダリセルがＦＤＤプライマリセルによりクロスキャリアスケジュー
リングされた場合のＴＤＤセカンダリセルのＤＬ－ＵＬ対応関係を決定する方法について
説明する。
【００５６】
　クロスキャリアスケジューリングを用いる場合もＴＤＤセカンダリセルの全ての「Ｄ」
と「Ｓ」に常に対応するＦＤＤの下りリンクサブフレームが存在するので、ＴＤＤセカン
ダリセルの全ての「Ｄ」と「Ｓ」はＰＤＳＣＨ伝送のために用いられる。
【００５７】
（方法１－１）
　ＴＤＤセカンダリセルのＵＬ／ＤＬ設定は、ＴＤＤセカンダリセルのＤＬ参照ＵＬ／Ｄ
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Ｌ設定から選択され得る。すなわち、「方法１－１」は、ＴＤＤセルのＵＬ／ＤＬ設定に
よって規定されるＤＬ－ＵＬサブフレームの対応関係をそのまま用いることを意味する。
ＴＤＤセルにおいて１つの上りリンクサブフレームは少なくとも１つの下りリンクサブフ
レームと対応し得る。ＴＤＤセルのＵＬ／ＤＬ設定０及び６を除いた残りの設定で１つの
上りリンクサブフレームは複数の下りリンクサブフレームと対応し得る。ここで、ＦＤＤ
セルを介して伝送されるＨＡＲＱ－ＡＣＫが追加されるので、特定上りリンクサブフレー
ムを介して伝送されるＨＡＲＱ－ＡＣＫビットの個数はさらに増えることができる。これ
によって、ＦＤＤ上りリンクサブフレームが十分活用できない場合も有る。
【００５８】
　図３は、ＦＤＤセルがプライマリセルである場合のＴＤＤセカンダリセルのＤＬ－ＵＬ
対応関係（すなわち、「方法１－１」でＴＤＤセルのＵＬ／ＤＬ設定が１の場合）を示す
概念図である。
【００５９】
　図３において、ＦＤＤセルがプライマリセルでＴＤＤセルのＵＬ／ＤＬ設定が１であっ
て、ＴＤＤセカンダリセルのＵＬ／ＤＬ設定がＴＤＤセカンダリセルのＤＬ参照ＵＬ／Ｄ
Ｌ設定で選択された場合（すなわち、方法１－１）、ＤＬ－ＵＬ対応関係が示される。Ｔ
ＤＤセルの「Ｄ」と「Ｓ」に対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫは、ＦＤＤセルの上りリンクサブ
フレーム２、３、７、８だけでマッピング（ｍａｐｐｉｎｇ）されるので、ＦＤＤ上りリ
ンクサブフレームが十分活用されない場合も有る。
【００６０】
　（方法１－２）
　ＴＤＤセルは、ＦＤＤセルと同様に取り扱い得る。すなわち、ＴＤＤセルのサブフレー
ムｎを介して伝送されたＰＤＳＣＨまたは下りリンクＳＰＳ解除を指示するＰＤＣＣＨに
対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫは上りリンクサブフレームｎ＋４を介して伝送され得る。「方
法１－２」によれば、２つのＦＤＤセルで構成されたキャリアアグリゲーションからＨＡ
ＲＱ－ＡＣＫが伝送されるような形態であってもよい。すなわち、「方法１－２」によれ
ば、「方法１－１」に比べてＨＡＲＱ－ＡＣＫの伝送が相対的に多くの上りリンクサブフ
レームに分散することができる。また、クロスキャリアスケジューリングが用いられるた
めにチャネル選択とＰＵＣＣＨフォーマット１ｂ（ＰＵＣＣＨ　ｆｏｒｍａｔ　１ｂ　ｗ
ｉｔｈ　ｃｈａｎｎｅｌ　ｓｅｌｅｃｔｉｏｎ）方式に伝送するためのＰＵＣＣＨ資源は
、既存２つのＦＤＤセルに構成されたキャリアアグリゲーションでチャネル選択とＰＵＣ
ＣＨフォーマット１ｂ方式と同一の方式に割り当てられ、割り当てられたＰＵＣＣＨ資源
を介して同一の方式でＨＡＲＱ－ＡＣＫが伝送され得る。ＰＵＣＣＨフォーマット３が用
いられる場合にも、既存２つのＦＤＤセルに構成されたキャリアアグリゲーションでＰＵ
ＣＣＨがフォーマット３に設定された際に端末が用いるＨＡＲＱ－ＡＣＫ伝送方式と同様
にＨＡＲＱ－ＡＣＫが伝送され得る。
【００６１】
　図４は、ＦＤＤセルがプライマリセルである場合のＴＤＤセカンダリセルのＤＬ－ＵＬ
対応関係（すなわち、「方法１－２」でＵＬ／ＤＬ設定が１の場合）を示す概念図である
。
【００６２】
　図４において、ＦＤＤセルがプライマリセルであり、ＴＤＤセルのＵＬ／ＤＬ設定が１
であり、ＴＤＤセカンダリセルがＦＤＤセルのＤＬ－ＵＬの対応関係を用いる場合（すな
わち、方法１－２）、ＤＬ－ＵＬの対応関係を示す。すなわち、ＴＤＤセルの「Ｄ」と「
Ｓ」に対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫは、上りリンクサブフレーム４、５、８、９、０、３に
分散して伝送され得る。「方法１－２」によれば、「方法１－１」に比べてより多いＦＤ
Ｄセルの上りリンクサブフレームがＨＡＲＱ－ＡＣＫ伝送に用いられる。参照に、ＬＴＥ
規格によると、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ伝送がＰＵＣＣＨを介して実行される場合、ＨＡＲＱ－
ＡＣＫは常にプライマリセルを介して伝送され得る。
【００６３】
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　さらに、「方法１－２」によれば、端末はＴＤＤセルの一部の「Ｕ」が「Ｄ」に変更さ
れた場合、「Ｕ」から「Ｄ」に変更されたサブフレームｎに対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫを
上りリンクサブフレームｎ＋４を介して伝送し得る。すなわち、ＰＵＣＣＨを介してＨＡ
ＲＱ－ＡＣＫが伝送される場合、ＨＡＲＱ－ＡＣＫはＦＤＤセルの上りリンクサブフレー
ムｎ＋４を介して伝送され得る。
【００６４】
　次に、ＴＤＤセカンダリセルに対してＣＩＦが設定されず、クロスキャリアスケジュー
リングが用いられない場合、ＴＤＤセカンダリセルのＤＬ－ＵＬの対応関係を決定する方
法について説明する。
【００６５】
　クロスキャリアスケジューリングを用いることができないので、ＴＤＤセルでセルフス
ケジューリング（ｓｅｌｆ－ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ）が実行され得る。しかし、ＦＤＤセ
ルがプライマリセルである場合のＴＤＤセカンダリセル中のＰＤＳＣＨ伝送が可能なサブ
フレームは、前述したクロスキャリアスケジューリングが用いられた場合と同様である。
よって、下記のように２つの方法が考慮され得る。
【００６６】
　（方法１－３）
　ＴＤＤセルのＵＬ／ＤＬ設定は、ＴＤＤセルのＤＬ参照ＵＬ／ＤＬの設定から選択され
得る。
【００６７】
　（方法１－４）
　ＴＤＤセルの下りリンクサブフレームｎを介して伝送されたＰＤＳＣＨまたは下りリン
クＳＰＳ解除を指示するＰＤＣＣＨに対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫは、ＦＤＤセルの上りリ
ンクサブフレームｎ＋４を介して伝送され得る。
【００６８】
　「方法１－３」によれば、１つの上りリンクサブフレームにマッピングされるＨＡＲＱ
－ＡＣＫの個数は「方法１－４」に比べて多くてもよい。
【００６９】
ＴＤＤセルがプライマリセルであって、ＦＤＤセルがセカンダリセルである場合
　次に、ＴＤＤセルがプライマリセルであり、ＦＤＤセルがセカンダリセルである場合に
端末の動作について説明する。ＴＤＤプライマリセルのＤＬ参照ＵＬ／ＤＬ設定はＴＤＤ
プライマリセルのＵＬ／ＤＬ設定から選択され得る。
【００７０】
　次に、ＦＤＤセカンダリセルのためのＤＬ－ＵＬ対応関係を決定する方法が記述される
。ここで、ＤＬ－ＵＬの対応関係は、いずれかの上りリンクサブフレームを介してＨＡＲ
Ｑ－ＡＣＫが伝送される場合、ＨＡＲＱ－ＡＣＫに対応するＰＤＳＣＨまたは下りリンク
ＳＰＳ解除を指示するＰＤＣＣＨがいずれかの下りリンクサブフレームを介して伝送され
るかを決定する関係を意味する。ＨＡＲＱ－ＡＣＫが上りリンクサブフレームｎを介して
伝送される場合、ＨＡＲＱ－ＡＣＫに対応する下りリンクサブフレームがｎ－ｋとして定
義されると、ｋは、少なくとも１つの値で構成された集合の元素であってもよい。
【００７１】
　次に、ＦＤＤセカンダリセルに対してＣＩＦが設定されず、クロスキャリアスケジュー
リングが用いられない場合、ＦＤＤセカンダリセルのＤＬ－ＵＬ対応関係を決定する方法
について説明する。
【００７２】
　（方法２－１）
　ＦＤＤセカンダリセルに既存の単一ＦＤＤセルで用いたＤＬ－ＵＬ対応関係が用いられ
る。既存の単一ＦＤＤセルで用いたＤＬ－ＵＬ対応関係は、全ての下りリンクサブフレー
ムｎに対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫが上りリンクサブフレームｎ＋４を介して伝送されるこ
とを意味する。しかし、「方法２－１」によれば、ＦＤＤセルの下りリンクサブフレーム
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ｎに対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫは、ＴＤＤセルのサブフレームｎ＋４を介して伝送される
べきであるが、ＴＤＤセルのサブフレームｎ＋４は上りリンクサブフレームに該当しなく
てもよい。もし、ＴＤＤセルのサブフレームｎ＋４が下りリンクサブフレームまたは特別
サブフレームである場合、ＨＡＲＱ－ＡＣＫはＰＵＣＣＨを介して伝送されなくてもよい
。ＨＡＲＱ－ＡＣＫが伝送されない場合、ＨＡＲＱ－ＡＣＫに対応する下りリンクサブフ
レームを介するＰＤＳＣＨ伝送や下りリンクＳＰＳ解除を指示するＰＤＣＣＨ伝送が意味
ないので、ＰＤＳＣＨとＰＤＣＣＨは伝送されなくてもよい。すなわち、ＴＤＤ　ＵＬ／
ＤＬ設定に対して下りリンクスケジューリングが可能なＦＤＤセルのサブフレームを一部
サブフレームとして限定し得る。
【００７３】
　（方法２－２）
　ＦＤＤセカンダリセルでＴＤＤプライマリセルのＵＬ／ＤＬ設定は、ＤＬ参照ＵＬ／Ｄ
Ｌ設定から選択され得る。これはＴＤＤセルの参照設定のＤＬ－ＵＬサブフレーム対応関
係がＦＤＤセルに適用されることを意味する。すなわち、ＦＤＤセルにＴＤＤセルのＤＬ
－ＵＬ対応関係が適用されることを意味する。しかし、「方法２－２」によってもＦＤＤ
セルが下りリンクサブフレームであって、ＴＤＤプライマリセルが上りリンクサブフレー
ムである場合、該ＦＤＤセルの下りリンクサブフレームとＴＤＤセルの上りリンクサブフ
レームとの間のＤＬ－ＵＬ対応関係が存在しなくてもよい。すなわち、対応関係がないＦ
ＤＤ下りリンクサブフレームが用いられないので、ＦＤＤ下りリンクサブフレーム中の一
部下りリンクサブフレームだけが用いられる。
【００７４】
　次に、ＦＤＤセカンダリセルでＣＩＦが設定され、ＴＤＤプライマリセルでクロスキャ
リアスケジューリングが用いられる場合、ＦＤＤセカンダリセルのＤＬ－ＵＬ対応関係を
決定する方法について説明する。
【００７５】
　（方法２－３）
　ＦＤＤセカンダリセルでＴＤＤプライマリセルのＵＬ／ＤＬ設定は、ＤＬ参照ＵＬ／Ｄ
Ｌ設定から選択され得る。これは、ＴＤＤセルの参照設定のＤＬ－ＵＬサブフレーム対応
関係がＦＤＤセルに適用されることを意味する。すなわち、ＦＤＤセルにＴＤＤセルのＤ
Ｌ－ＵＬ対応関係が適用されることを意味する。しかし、「方法２－３」によってもＦＤ
Ｄセルが下りリンクサブフレームであって、ＴＤＤプライマリセルが上りリンクサブフレ
ームである場合、該ＦＤＤセルの下りリンクサブフレームとＴＤＤセルの上りリンクサブ
フレームとの間のＤＬ－ＵＬ対応関係が存在しなくてもよい。さらに、現在ＬＴＥ規格に
おいてクロスキャリアスケジューリングは、ＴＤＤセルとＦＤＤセルが全て下りリンクで
あるサブフレームでのみ可能であるので、ＴＤＤセルのＵＬ／ＤＬ設定によりＦＤＤセル
の一部下りリンクサブフレームでＰＤＳＣＨスケジューリングが可能であって、残り下り
リンクサブフレームでＰＤＳＣＨスケジューリングが不可能となる場合がある。
【００７６】
　図５は、ＴＤＤセルがプライマリセルである場合、ＦＤＤセカンダリセルのＤＬ－ＵＬ
対応関係（すなわち、「方法２－３」でＵＬ／ＤＬ設定が３の場合）を示す概念図である
。
【００７７】
　図５において、ＴＤＤセルがプライマリセルであり、ＦＤＤセルがセカンダリセルであ
り、ＴＤＤセルのＵＬ／ＤＬ設定が３であり、ＴＤＤセルのＵＬ／ＤＬ設定がＦＤＤセカ
ンダリセルのＤＬ参照ＵＬ／ＤＬ設定で選択された場合のＤＬ－ＵＬの対応関係を示す。
ＦＤＤセルの一部下りリンクサブフレーム（すなわち、サブフレーム２、３、４）は端末
のためにスケジューリングされなくてもよい。
【００７８】
　下記は、前述の「方法２－１」、「方法２－２」及び「方法２－３」の問題を解決する
ための方法である。
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【００７９】
　－複数のサブフレームスケジューリング（ｍｕｌｔｉ－ｓｕｂｆｒａｍｅ　ｓｃｈｅｄ
ｕｌｉｎｇ）を導入する。
【００８０】
　－ＦＤＤセカンダリセルのＤＬ参照ＵＬ／ＤＬ設定を端末毎に設定し、端末間にＤＬ参
照ＵＬ／ＤＬ設定を互いに異なるように設定することが可能とする。
【００８１】
　－既存ＴＤＤセルのＵＬ／ＤＬ設定を確張してＴＤＤプライマリセルの上りリンクサブ
フレームを全て使用し、ＦＤＤセルの下りリンクサブフレームを全て用いられるようにす
る。
【００８２】
　次に、既存ＴＤＤセルのＵＬ／ＤＬ設定を確張してＴＤＤプライマリセルの上りリンク
サブフレームを全て使用し、ＦＤＤセルの下りリンクサブフレームを全て用いられる方法
について説明する。
【００８３】
　まず、ＦＤＤセカンダリセルが、他のＴＤＤプライマリセルによりクロスキャリアスケ
ジューリングされない場合、ＦＤＤセカンダリセルのＤＬ－ＵＬ対応関係を決定する方法
について説明する。
【００８４】
　（方法２－４）
　ＨＡＲＱ－ＡＣＫタイミングを維持するＦＤＤセルの下りリンクサブフレームが用いら
れる。すなわち、サブフレームｎ＋４でＴＤＤセルのサブフレームが上りリンクサブフレ
ームである場合にＴＤＤセルの上りリンクサブフレームを介してＨＡＲＱ－ＡＣＫが伝送
されるので、ＦＤＤセルの下りリンクサブフレームｎを介してＰＤＳＣＨが伝送され得る
。一方、サブフレームｎ＋４でＴＤＤセルのサブフレームが上りリンクサブフレームでな
い場合、ＴＤＤセルを介してＨＡＲＱ－ＡＣＫが伝送されないので、ＦＤＤセルの一部下
りリンクサブフレームに対して新たなＤＬ－ＵＬ対応関係が追加され得る。
【００８５】
　図６は、ＴＤＤセルがプライマリセルである場合、ＦＤＤセカンダリセルのＤＬ－ＵＬ
対応関係（すなわち、「方法２－４」でＵＬ／ＤＬ設定が０の場合）を示す概念図である
。
【００８６】
　図６において、サブフレームｎが、ＦＤＤセルの下りリンクサブフレームであり、サブ
フレームｎ＋４がＴＤＤセルの上りリンクサブフレームでない場合（すなわち、ＦＤＤセ
ルの下りリンクサブフレーム１、２、６、７）、ＨＡＲＱ－ＡＣＫは、サブフレームｎ＋
４以後の最も近い時間に存在するＴＤＤセルの上りリンクサブフレームを介して伝送され
得る。
【００８７】
　下記表３は、ＦＤＤセカンダリセルのための下りリンク関係性集合インデックスＫ（｛
ｋ０，ｋ１，…，ｋＭ－１｝）の例を示す。すなわち、表３は、「方法２－４」を介して
獲得したＴＤＤプライマリセルのＵＬ／ＤＬ設定によるＦＤＤセカンダリセルの下りリン
クＨＡＲＱタイミングの例を示す。ここで、ＰＤＳＣＨとこれに対する応答であるＨＡＲ
Ｑ－ＡＣＫとの間の伝送時間間隔は可能な最小値となるように設定され得る。
【００８８】
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【表３】

【００８９】
　（方法２－５）
　ＦＤＤセカンダリセルでＴＤＤプライマリセルのＵＬ／ＤＬ設定を含む新たなＤＬ参照
ＵＬ／ＤＬ設定が用いられる。これは、該ＴＤＤ参照設定のＤＬ－ＵＬサブフレームの対
応関係がＦＤＤセルに適用され、ＴＤＤセルのＤＬ－ＵＬ対応関係によって規定されない
ＦＤＤセルの下りリンクサブフレームに対して新たな対応関係が規定される方法である。
【００９０】
　図７は、ＴＤＤセルがプライマリセルである場合、ＦＤＤセカンダリセルのＤＬ－ＵＬ
対応関係（すなわち、「方法２－５」でＴＤＤセルのＵＬ／ＤＬ設定が０の場合）を示す
概念図であり、図８は、ＴＤＤセルがプライマリセルである場合、ＦＤＤセカンダリセル
のＤＬ－ＵＬ対応関係（すなわち、「方法２－５」でＴＤＤセルのＵＬ／ＤＬ設定が１の
場合）を示す概念図であり、図９は、ＴＤＤセルがプライマリセルである場合、ＦＤＤセ
カンダリセルのＤＬ－ＵＬ対応関係（すなわち、「方法２－５」でＴＤＤセルのＵＬ／Ｄ
Ｌ設定が２の場合）を示す概念図であり、図１０は、ＴＤＤセルがプライマリセルである
場合、ＦＤＤセカンダリセルのＤＬ－ＵＬ対応関係（すなわち、「方法２－５」でＴＤＤ
セルのＵＬ／ＤＬ設定が３の場合）を示す概念図であり、図１１は、ＴＤＤセルがプライ
マリセルである場合、ＦＤＤセカンダリセルのＤＬ－ＵＬ対応関係（すなわち、「方法２
－５」でＴＤＤセルのＵＬ／ＤＬ設定が４の場合）を示す概念図であり、図１２は、ＴＤ
Ｄセルがプライマリセルである場合、ＦＤＤセカンダリセルのＤＬ－ＵＬ対応関係（すな
わち、「方法２－５」でＴＤＤセルのＵＬ／ＤＬ設定が５の場合）を示す概念図であり、
図１３は、ＴＤＤセルがプライマリセルである場合、ＦＤＤセカンダリセルのＤＬ－ＵＬ
対応関係（すなわち、「方法２－５」でＴＤＤセルのＵＬ／ＤＬ設定が６の場合）を示す
概念図である。
【００９１】
　図７ないし図１３において、ＴＤＤセルがプライマリセルであり、ＦＤＤセルがセカン
ダリセルであり、ＴＤＤセルのＵＬ／ＤＬ設定が０から６までである場合「方法２－５」
によるＦＤＤセルのＤＬ－ＵＬ対応関係が示される。ＦＤＤセカンダリセルでＴＤＤセル
のＵＬ／ＤＬ設定がＦＤＤセルのＤＬ参照ＵＬ／ＤＬ設定として用いられ、ＦＤＤセルの
全ての下りリンクサブフレームを介するＰＤＳＣＨ伝送が可能となるように追加的な対応
関係が規定され得る。追加的な対応関係が規定される場合、任意の２つの下りリンクサブ
フレーム中の第１下りリンクサブフレームが第２下りリンクサブフレームより時間的に早
ければ、第１下りリンクサブフレームに対応する上りリンクサブフレームは第２下りリン
クサブフレームに対応する上りリンクサブフレームと同一のサブフレームまたは第２下り
リンクサブフレームに対応する上りリンクサブフレームより時間的に早いサブフレームで
設定され得る。これはスケジューリング優先順位を維持することを意味し、先に受信され
たＰＤＳＣＨに対するＨＡＲＱ－ＡＣＫが、後に受信されたＰＤＳＣＨに対するＨＡＲＱ
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【００９２】
　このような対応関係が用いられる場合、端末がＰＤＳＣＨを復号するのに用いるＰＤＳ
ＣＨ当たりの処理時間はＰＤＳＣＨ間に概して均等に配分され得る。さらに、上りリンク
資源の効率的な使用のために１つの上りリンクサブフレームに対応する下りリンクサブフ
レームの個数が均等に配分されるように対応関係が規定されることが好ましい。ＵＬ／Ｄ
Ｌ設定２、３、４、５の場合（すなわち、図９、図１０、図１１、図１２）、追加的な対
応関係を規定すべくＦＤＤセルの下りリンクサブフレームに対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫ伝
送サブフレームが唯一に決定され得る。しかし、ＵＬ／ＤＬ設定０、１、６の場合（すな
わち、図７、図８、図１３）、ＦＤＤセルの下りリンクサブフレームにマッピング可能な
２つのＨＡＲＱ－ＡＣＫの伝送サブフレームが存在し、このとき、対応関係は前述した方
法に基づいて決定され得る。
【００９３】
　下記表４は、「方法２－５」によるＦＤＤセカンダリセルのための下りリンク関係性集
合インデックスＫ（｛ｋ０，ｋ１，…，ｋＭ－１｝）の例を示す。すなわち、図７ないし
図１３に示したＨＡＲＱタイミング関係を下りリンク関係性集合で示すと下記表４のよう
になる。
【００９４】
【表４】

【００９５】
　表４において、ＴＤＤプライマリセルのＵＬ／ＤＬ設定が０である場合にＴＤＤプライ
マリセルで上りリンクサブフレーム２、４、７、９だけがＨＡＲＱ－ＡＣＫ伝送のために
用いられるように限定されると、下記表５のようなＨＡＲＱタイミング関係を獲得するこ
とができる。すなわち、上りリンクサブフレーム３、８は、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ伝送のため
に用いられず、その代りに隣接する上りリンクサブフレームがＨＡＲＱ－ＡＣＫ伝送のた
めに用いられる。表５は、ＦＤＤセカンダリセルのための下りリンク関係性集合インデッ
クスＫ（｛ｋ０，ｋ１，…，ｋＭ－１｝）の例を示す。表５によると、ＴＤＤプライマリ
セルでＨＡＲＱ－ＡＣＫ伝送のために設定された上りリンクサブフレームだけが用いられ
るので、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ資源を管理するのにおいて新たなサブフレームが考慮されなく
てもよい。
【００９６】
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【表５】

【００９７】
　一方、表４によれば、上りリンク資源の有効性観点からＨＡＲＱ－ＡＣＫ対応関係を配
分する場合、ＴＤＤプライマリセルでＨＡＲＱ－ＡＣＫが同時に伝送される場合は考慮さ
れず、ＦＤＤセカンダリセルの伝送だけが考慮される。ＴＤＤプライマリセルのＵＬ／Ｄ
Ｌ設定が１の場合、ＴＤＤプライマリセルで下りリンク伝送に対するＨＡＲＱ－ＡＣＫは
サブフレーム２、７を介して最大２つ伝送されることができ、サブフレーム３、８を介し
て最大１つ伝送され得る。よって、表４による方法が適用された場合のＴＤＤセルとＦＤ
Ｄセル両方に対するＨＡＲＱ－ＡＣＫはＴＤＤセルのサブフレーム２、７を介して最大５
つ伝送されることができ、サブフレーム３、８を介して最大３つ伝送され得る。このよう
に、サブフレーム２、７にＨＡＲＱ－ＡＣＫが集中される不均衡問題を解決するために、
表４のタイミング関係による「方法２－５」でＴＤＤプライマリセルＵＬ／ＤＬ設定が１
の場合、下記表６の対応関係が適用され得る。下記表６は、ＦＤＤセカンダリセルのため
の下りリンク関係性集合インデックスＫ（｛ｋ０，ｋ１，…，ｋＭ－１｝）の例を示す。
【００９８】

【表６】

【００９９】
　表４による方法において、ＴＤＤプライマリセルのＵＬ／ＤＬ設定が６の場合、ＦＤＤ
セカンダリセルの下りリンクサブフレーム４に対するＨＡＲＱ－ＡＣＫ伝送遅延時間は８
ｍｓである。サブフレーム４に対するＨＡＲＱ－ＡＣＫの伝送遅延時間を減らすために下
記表７のタイミング関係が適用され得る。この方法が適用された場合のＦＤＤセルのサブ
フレーム４を介して伝送されたＰＤＳＣＨに対するＨＡＲＱ－ＡＣＫは、ＴＤＤプライマ
リセルの上りリンクサブフレーム８を介して伝送されるので、遅延時間が４ｍｓに減るが
、ＴＤＤプライマリセルの上りリンクサブフレーム８にＨＡＲＱ－ＡＣＫがさらに集中さ
れる問題がある。下記表７は、ＦＤＤセカンダリセルのための下りリンク関係性集合イン
デックスＫ（｛ｋ０，ｋ１，…，ｋＭ－１｝）の例を示す。
【０１００】

【表７】
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【０１０１】
　下記表８は、「方法２－５」によるＦＤＤセカンダリセルのための下りリンク関係性集
合インデックスＫ（｛ｋ０，ｋ１，…，ｋＭ－１｝）の例を示す。すなわち、表８は、「
方法２－５」を適用して獲得したＴＤＤプライマリセルのＵＬ／ＤＬ設定によるＦＤＤセ
カンダリセルの下りリンクＨＡＲＱタイミングの他の例を示す。ここで、ＰＤＳＣＨとこ
れに対する応答であるＨＡＲＱ－ＡＣＫ間の伝送時間間隔は可能な最小になるように設定
され得る。
【０１０２】
【表８】

【０１０３】
　（方法２－６）
　ＦＤＤセカンダリセルの下りリンクサブフレームとＴＤＤプライマリセルの上りリンク
サブフレームとの間に新たなＤＬ／ＵＬ対応関係が設定され得る。
【０１０４】
　下記表９は、「方法２－６」によるＦＤＤセカンダリセルのための下りリンク関係性集
合インデックスＫ（｛ｋ０，ｋ１，…，ｋＭ－１｝）の例を示す。すなわち、下記表９は
、「方法２－６」を適用して獲得したＴＤＤプライマリセルのＵＬ／ＤＬ設定によるＦＤ
Ｄセカンダリセルの下りリンクＨＡＲＱタイミングの他の例を示す。ここで、上りリンク
ＨＡＲＱ－ＡＣＫは、ＴＤＤプライマリセルの上りリンクサブフレームに均等に分配され
るように設定され得る。さらに、前述した方法と同様に、先に受信されたＰＤＳＣＨに対
するＨＡＲＱ－ＡＣＫは、後に受信されたＰＤＳＣＨに対するＨＡＲＱ－ＡＣＫよりもさ
らに遅い時間に伝送されないように設定され得る。表９による方法によれば、表３、４及
び８による方法に比べて上りリンク資源がより効率的に用いられるので、ＨＡＲＱ－ＡＣ
Ｋの受信性能が向上されるが、ＰＤＳＣＨとこれに対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫ間の伝送時
間間隔が他の表による方法よりも長くなる短所がある。
【０１０５】
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【表９】

【０１０６】
　「方法２－６」のまた他の例として、下記表１０によるＤＬ－ＵＬ対応関係を適用する
方法が考慮され得る。下記表１０は、「方法２－６」によるＦＤＤセカンダリセルのため
の下りリンク関係性集合インデックスＫ（｛ｋ０，ｋ１，…，ｋＭ－１｝）の他の例を示
す。この方法では、既存ＬＴＥ規格においてＨＡＲＱ－ＡＣＫ伝送が可能なＴＤＤセルの
上りリンクサブフレームのみを用いて対応関係が定義され得る。すなわち、既存ＬＴＥ規
格と同様に、ＴＤＤプライマリセルのＵＬ／ＤＬ設定が０の場合、上りリンクサブフレー
ム３、８がＨＡＲＱ－ＡＣＫ伝送に用いられないように設定され得る。さらに、表９に適
用された基準と同様に、上りリンクＨＡＲＱ－ＡＣＫがＴＤＤプライマリセルの上りリン
クサブフレームに均等に分配されるように設定され、任意の２つの下りリンクサブフレー
ム中から、先に受信されたＰＤＳＣＨに対するＨＡＲＱ－ＡＣＫが、後に受信されたＰＤ
ＳＣＨに対するＨＡＲＱ－ＡＣＫよりもさらに遅い時間に伝送されないように設定され得
る。
【０１０７】

【表１０】

【０１０８】
　次に、ＦＤＤセカンダリセルにＣＩＦが設定され、ＴＤＤプライマリセルによってＦＤ
Ｄセルがクロスキャリアスケジューリングされる場合について説明する。
【０１０９】
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　クロスキャリアスケジューリング方式が用いられる場合、１つのキャリアを介して伝送
されたＰＤＳＣＨスケジューリング情報は該サブフレームと対応する他のキャリアのＰＤ
ＳＣＨをスケジューリングすることができる。すなわち、クロスキャリアスケジューリン
グ方式がそのまま用いられるとＴＤＤプライマリセルの下りリンクサブフレームまたは特
別サブフレームでのみＦＤＤセカンダリセルのＰＤＳＣＨがスケジューリングされる短所
がある。
【０１１０】
　このような短所にもかかわらず、クロスキャリアスケジューリング方式がそのまま用い
られる場合、前述した方法のうち「方法２－５」が最も良い方法となる。具体的に、「方
法２－５」でＴＤＤプライマリセルのＨＡＲＱタイミングが存在するので、クロスキャリ
アスケジューリング方式がＴＤＤプライマリセルの全ての下りリンクサブフレームと特別
サブフレームに適用され、これによりＦＤＤセカンダリセルのＰＤＳＣＨがスケジューリ
ングされ得る。一方、「方法２－４」により一部ＴＤＤセルの下りリンクサブフレームと
特別サブフレームでクロスキャリアスケジューリング方式によりＦＤＤセルのＰＤＳＣＨ
をスケジューリングしようとする場合、ＴＤＤプライマリセルでＰＤＳＣＨに対応するＨ
ＡＲＱ－ＡＣＫが伝送されるサブフレームが上りリンクサブフレームでない場合もあるの
で、ＰＤＳＣＨスケジューリングができない場合が発生し得る。
【０１１１】
　（方法２－７）
　ＴＤＤプライマリセルのＵＬ／ＤＬ設定がＦＤＤセカンダリセルのＤＬ参照設定として
用いられ、複数のサブフレームスケジューリング方式またはクロスキャリアスケジューリ
ング方式が用いられる。クロスキャリアスケジューリング方式が用いられる場合、現在の
サブフレームだけでなく、次のいくつかのサブフレームもスケジューリングされ得る。
【０１１２】
　図１４は、ＴＤＤセルがプライマリセルである場合、ＦＤＤセカンダリセルのＤＬ－Ｕ
Ｌ対応関係（すなわち、「方法２－７」でＴＤＤセルのＵＬ／ＤＬ設定が０の場合）を示
す概念図である。
【０１１３】
　図１４において、ＴＤＤセルがプライマリセルであり、ＦＤＤセルがセカンダリセルで
あり、ＴＤＤセルのＵＬ／ＤＬ設定が０の場合、ＦＤＤセカンダリセルでＴＤＤセルのＵ
Ｌ／ＤＬ設定がＤＬ参照ＵＬ／ＤＬ設定として用いられる。さらに、クロスキャリアスケ
ジューリング方式が用いられる場合、ＦＤＤセルの残り下りリンクサブフレーム中から現
在サブフレームだけでなく、連続するいくつかの次のサブフレームもスケジューリングさ
れていてもよい。
【０１１４】
　ここで、ＴＤＤセルのサブフレーム１を介してＦＤＤセルの下りリンクサブフレーム１
、２、３、４の全部または一部がスケジューリングされ、ＴＤＤセルのサブフレーム６を
介してＦＤＤセルの下りリンクサブフレーム６、７、８、９の全部または一部がスケジュ
ーリングされ得る。このとき、ＦＤＤセルにスケジューリングされたＰＤＳＣＨとこれに
対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫとの間に追加的な対応関係が規定されなければならない。さら
に、全てのＦＤＤセルの下りリンクサブフレームがスケジューリングされるためには、表
１の全てのＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定を考慮した場合、同時にスケジューリング可能なサブ
フレームの個数が最小４つ以上にならなければならない。
【０１１５】
　一方、ＰＤＳＣＨ及び下りリンクＳＰＳ解除を指示するＰＤＣＣＨ伝送に対するＨＡＲ
Ｑ－ＡＣＫがＰＵＳＣＨにピギーバック（ｐｉｇｇｙｂａｃｋ）されて伝送される場合、
基地局はスケジューリングしたＰＤＳＣＨ及び下りリンクＳＰＳ解除を指示するＰＤＣＣ
Ｈの個数に対する情報を端末に知らせるために上りリンクグラント（ｇｒａｎｔ）に含ま
れた２ビットのＤＡＩ（ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ａｓｓｉｇｎｍｅｎｔ　ｉｎｄｅｘ）フィー
ルド（すなわち、表１１）を用いてもよい。下記表１１は、ＤＡＩの値を示す。ＬＴＥ－
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ＰＤＳＣＨと下りリンクＳＰＳ解除を指示するＰＤＣＣＨに対するＡＣＫまたはＮＡＣＫ
が伝送されるので（すなわち、ＵＬ／ＤＬ設定が５の場合）、下記表１１に従って端末は
モジュールにより演算を介して２ビットの上りリンクＤＡＩ情報を介して最大９個の値を
復号することができる。
【０１１６】
【表１１】

【０１１７】
　ＴＤＤプライマリセルとＦＤＤセカンダリセルで構成されたキャリアアグリゲーション
ベースの無線通信システムにおいて、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ伝送時点にＦＤＤセルのＰＵＳＣ
Ｈが存在する場合、ＨＡＲＱ－ＡＣＫは、ＦＤＤセルのＰＵＳＣＨにピギーバックされて
伝送され得る。この場合、基地局は各キャリアに割り当てられたＰＤＣＣＨの個数を端末
に知らせるためにＦＤＤセルの上りリンクグラントにＤＡＩフィールドを導入することを
考慮することができる。ＦＤＤセルのＤＡＩフィールドは、既存ＴＤＤセルのＤＡＩフィ
ールドと同様に２ビットに設定され得る。このとき、前述の表３ないし表１１に当該する
ＨＡＲＱタイミングが適用された場合のＦＤＤセカンダリセル中の１つの上りリンクサブ
フレームに１つのキャリア当たり最大１０個のＰＤＳＣＨと下りリンクＳＰＳ解除を指示
するＰＤＣＣＨが対応されるので（すなわち、ＵＬ／ＤＬ設定が５の場合）、端末は基地
局からＤＡＩフィールドをベースに最大１０個の値を獲得しなければならない。そのため
に、下記表１２のように、ＤＡＩフィールドが「（ＭＳＢ、ＬＳＭ）＝（０、１）」の場
合、端末はモジュロ演算を介して復号可能なサブフレーム１０を追加することができる。
【０１１８】
【表１２】

【０１１９】
　一方、ＴＤＤセルの下りリンク容量をより極大化するために、下記表１３のように新た
なＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定７、８、９が導入され得る。ＴＤＤセルがＵＬ／ＤＬ設定７、
８または９に設定された場合、ＰＵＣＣＨ伝送が不可能であるので、該ＴＤＤセルはプラ
イマリセルとして動作することができなく、ＦＤＤセルや既存ＵＬ／ＤＬ設定０ないし６
のうち１つに設定されたＴＤＤセルがプライマリセルとして動作する場合、セカンダリセ
ルとしてのみ動作することができる。
【０１２０】
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【表１３】

【０１２１】
　表１３のＵＬ／ＤＬ設定が導入される場合、２つのＴＤＤセルがキャリアアグリゲーシ
ョンされると、ＴＤＤプライマリセルが既存のＵＬ／ＤＬ設定０ないし６のうち１つに設
定され、ＴＤＤセカンダリセルはＵＬ／ＤＬ設定７ないし９のうち１つに設定され得る。
このとき、ＴＤＤセカンダリセルで１つの無線フレーム内の全てのサブフレームを介して
下りリンク伝送が実行されるので、ＴＤＤセカンダリセルは下りリンクＰＤＳＣＨ伝送観
点からＦＤＤセルと同一であってもよい。よって、前述の方法はＴＤＤセカンダリセルが
ＵＬ／ＤＬ設定７ないし９のうち１つに設定されたＴＤＤセル間のキャリアアグリゲーシ
ョンシナリオに適用され得る。このとき、ＴＤＤプライマリセルのＤＬ参照ＵＬ／ＤＬ設
定はＴＤＤプライマリセルのＵＬ／ＤＬ設定に従い、ＴＤＤセカンダリセルのＤＬ参照Ｕ
Ｌ／ＤＬ設定に前述のＦＤＤセカンダリセルのタイミング方法が適用され得る。
【０１２２】
ＵＬ参照ＵＬ／ＤＬ設定
　ＵＬ参照ＵＬ／ＤＬ設定の導入目的のうちの１つは、上りリンクグラントまたはＰＨＩ
ＣＨ（ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｈｙｂｒｉｄ－ＡＲＱ　ｉｎｄｉｃａｔｏｒ　ｃｈａｎｎｅｌ
）が伝送されるサブフレームとＰＵＳＣＨが伝送されるサブフレームとの間の対応関係を
決定するためのものである。ＬＴＥ規格によれば、ＬＴＥ－ＴＤＤモードにおいて、サー
ビング（ｓｅｒｖｉｎｇ）セルのＵＬ参照ＵＬ／ＤＬ設定は｛１、２、３、４、５、６｝
に属し、ノーマル（ｎｏｒｍａｌ）ＨＡＲＱ動作の場合、サブフレームｎで上りリンクＤ
ＣＩを伝送するＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨが検出されるか、またはＰＨＩＣＨが検出され
ると、ＰＵＳＣＨ伝送はサブフレームｎ＋ｋを介して実行され得る。ここで、ｋは下記表
１４で与えられる。すなわち、ｋは、ＵＬ参照ＵＬ／ＤＬ設定に相当する値である。
【０１２３】
【表１４】

【０１２４】
　次に、ＦＤＤセルとＴＤＤセルで構成されたキャリアアグリゲーション（ＦＤＤ－ＴＤ
ＤＣＡ）が設定された端末が考慮される。端末のサービングセルがプライマリセルである
か、またはＣＩＦが設定されないサービングセルである場合、サービングセルのＵＬ／Ｄ
Ｌ設定はサービングセルのＵＬ参照ＵＬ／ＤＬ設定として用いられる。これはサービング
セルがプライマリセルであるか、またはセルフスケジューリングを実行するセルである場
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ＳＣＨもサービングセルを介して伝送されるので、サービングセルのＵＬ／ＤＬ設定のみ
を考慮して上りリンクグラント（またはＰＨＩＣＨ）とＰＵＳＣＨとの間の対応関係が決
定されるからである。
【０１２５】
　下記表１５は、ＴＤＤセルのＵＬ／ＤＬ設定が与えられた場合、該セルのＰＵＳＣＨと
ＰＨＩＣＨとの間の対応関係を示す。すなわち、下記表１５は、ＴＤＤセルのためのｋＰ

ＨＩＣＨを示す。下記表１５でＰＵＳＣＨがサブフレームｎを介して伝送されると、これ
に対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫを含むＰＨＩＣＨはサブフレームｎ＋ｋＰＨＩＣＨを介して
伝送され得る。
【０１２６】
【表１５】

【０１２７】
　次に、ＦＤＤセルとＴＤＤセルで構成されたキャリアアグリゲーション（ＦＤＤ－ＴＤ
Ｄ　ＣＡ）ベースの無線通信システムにおいて、サービングセルがセカンダリセルであり
、ＣＩＦが設定された場合、サービングセルのための上りリンクグラント（または、ＰＨ
ＩＣＨ）とＰＵＳＣＨとの間の対応関係、ＰＵＳＣＨとＰＨＩＣＨとの間の対応関係を決
定する方法について説明する。
【０１２８】
ＴＤＤサービングセルがＦＤＤセルによりクロスキャリアスケジューリングされる場合
　ＦＤＤセルがＴＤＤセルに対するクロスキャリアスケジューリングを実行する他のサー
ビングセルである場合（すなわち、ＴＤＤサービングセルがＦＤＤセルによりクロスキャ
リアスケジューリングされる場合）、ＦＤＤセルの全てのサブフレームで下りリンクサブ
フレームが存在するので、全てのＴＤＤセルのＵＬ／ＤＬ設定に対してＴＤＤサービング
セルのためのＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨ（またはＰＨＩＣＨ）を伝送するサブフレームの
制限がない。このとき、ＴＤＤセルのための上りリンクグラント（または、ＰＨＩＣＨ）
とＰＵＳＣＨとの間の対応関係は、ＦＤＤ方式またはＴＤＤ方式である。さらに、ＦＤＤ
セルでクロスキャリアスケジューリングが実行されるので、ＴＤＤセルのＰＵＳＣＨに対
応する下りリンクＨＡＲＱ－ＡＣＫはＦＤＤセルでＰＨＩＣＨを介して伝送され得る。Ｐ
ＵＳＣＨが伝送されるサブフレームとこれに対応するＰＨＩＣＨが伝送されるサブフレー
ムとの間の対応関係を決定するため、ＦＤＤセルのＰＵＳＣＨとＰＨＩＣＨの対応関係が
適用されるか、またはＴＤＤセルのＰＵＳＣＨとＰＨＩＣＨの対応関係が適用され得る。
可能な全ての場合を考慮すると、下記表１６のように、互いに異なる４種の対応関係が適
用され得る。下記表１６は、ＦＤＤセルが他のサービングセルである場合にＴＤＤサービ
ングセルのＰＵＳＣＨ伝送のためのＤＬ－ＵＬ対応関係を示す。
【０１２９】
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【表１６】

【０１３０】
　図１５は、ＴＤＤセルがＦＤＤセルによりクロスキャリアスケジューリングされた場合
のＴＤＤセルのＰＵＳＣＨ伝送対応関係（すなわち、「方法３－１」でＴＤＤセルのＵＬ
／ＤＬ設定が０の場合）を示す概念図である。
【０１３１】
　図１５において、「方法３－１」でＴＤＤセルのＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨ（または、
ＰＨＩＣＨ）－ＰＵＳＣＨ対応関係に、既存のＦＤＤタイミングが適用され、ＰＵＳＣＨ
－ＰＨＩＣＨ対応関係に新たなＦＤＤタイミングが適用され得る。すなわち、サブフレー
ムｎを介して伝送されたＰＵＳＣＨに対応するＰＨＩＣＨは新たな伝送時点であるサブフ
レームｎ＋６を介して伝送され得る。既存のＦＤＤタイミング（すなわち、サブフレーム
ｎを介してＰＵＳＣＨが伝送されると、これに対応するＰＨＩＣＨはサブフレームｎ＋４
を介して伝送される）が適用される場合、ＨＡＲＱ往復時間（ｒｏｕｎｄ－ｔｒｉｐ　ｔ
ｉｍｅ、ＲＴＴ）は８ｍｓであるので、ＴＤＤセルで再伝送のためのＰＵＳＣＨを伝送す
べき時点に上りリンクサブフレームが存在しなくてもよい。
【０１３２】
　一方、「方法３－１」によれば、ＨＡＲＱ往復時間は１０ｍｓであるので、ＴＤＤセル
で再伝送が発生する時点に常に上りリンクサブフレームが存在するので、既存のサブフレ
ームｎ＋４のＦＤＤタイミングを適用する場合の問題点が解決され得る。表１６で「新た
なＦＤＤタイミング」と指称したのは、ＴＤＤ方式のように、ＵＬ／ＤＬ設定及びサブフ
レーム番号に依存せず、ＦＤＤ方式のように固定された対応関係が存在するからである。
【０１３３】
　「方法３－１」の変形された方式として次の２つの方法が考慮され得る。
【０１３４】
　（方法３－１ａ）
　ＴＤＤセルのＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨ（または、ＰＨＩＣＨ）－ＰＵＳＣＨ対応関係
とＰＵＳＣＨ－ＰＨＩＣＨ対応関係に新たなＦＤＤタイミング方式が適用され得る。端末
は、サブフレームｎを介して上りリンクグラント（または、ＰＨＩＣＨ）を受信した場合
、これに対応するＰＵＳＣＨをサブフレームｎ＋５を介して伝送し得る。基地局はサブフ
レームｎを介してＰＵＳＣＨを受信した場合、これに対応するＰＨＩＣＨをサブフレーム
ｎ＋５を介して伝送し得る。
【０１３５】
　（方法３－１ｂ）
　ＴＤＤセルのＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨ（または、ＰＨＩＣＨ）－ＰＵＳＣＨ対応関係
に新たなＦＤＤタイミングが適用され、ＰＵＳＣＨ－ＰＨＩＣＨ対応関係に既存のＦＤＤ
タイミングが適用され得る。端末はサブフレームｎを介して上りリンクグラント（または
、ＰＨＩＣＨ）を受信した場合、これに対応するＰＵＳＣＨをサブフレームｎ＋６を介し
て伝送し得る。基地局はサブフレームｎを介してＰＵＳＣＨを受信した場合、これに対応
するＰＨＩＣＨをサブフレームｎ＋４を介して伝送し得る。
【０１３６】
　「方法３－１ａ」と「方法３－１ｂ」とを適用すると、「方法３－１」と同様にＨＡＲ
Ｑ往復時間が１０ｍｓであるので、「方法３－１ａ」と「方法３－１ｂ」は上りリンクの
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同期式（ｓｙｎｃｈｒｏｎｏｕｓ）ＨＡＲＱ方式に適合し、前述のように既存のＦＤＤタ
イミングを適用した場合に発生する問題点が解消され得る。
【０１３７】
　図１６は、ＴＤＤセルがＦＤＤセルによりクロスキャリアスケジューリングされた場合
のＴＤＤセルのＰＵＳＣＨ伝送対応関係（すなわち、「方法３－２」でＴＤＤセルのＵＬ
／ＤＬ設定が１の場合）を示す概念図である。
【０１３８】
　図１６において、「方法３－２」でＴＤＤセルのＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨ（または、
ＰＨＩＣＨ）－ＰＵＳＣＨ対応関係とＰＵＳＣＨ－ＰＨＩＣＨ対応関係にＴＤＤのタイミ
ングが適用され得る。すなわち、ＴＤＤセルのＵＬ／ＤＬ設定がＴＤＤセルのＵＬ参照Ｕ
Ｌ／ＤＬ設定として用いられる。ＴＤＤセルを介してＰＵＳＣＨが伝送されるので、「方
法３－２」のように、ＴＤＤタイミングを適用することは資源管理面から有利である。特
に、ＭＵ－ＭＩＭＯ（ｍｕｌｔｉ　ｕｓｅｒ－ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ｉｎｐｕｔ　ｍｕｌｔ
ｉｐｌｅ　ｏｕｔｐｕｔ）ペアリング（ｐａｒｉｎｇ）を考慮すると、端末と関係なく（
すなわち、キャリアアグリゲーションを行わず、該ＴＤＤセルのみを用いる端末やクロス
キャリアスケジューリングされるＴＤＤセルを用いる端末のすべて）同一のＰＤＣＣＨ／
ＥＰＤＣＣＨ（または、ＰＨＩＣＨ）－ＰＵＳＣＨ対応関係に基づいてＴＤＤセルを介し
てＰＵＳＣＨが伝送され得る。ＭＵ－ＭＩＭＯスケジューリング観点から同一であるか、
互いに重なる資源を用いる端末のためのＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨ（または、ＰＨＩＣＨ
）伝送とＰＵＳＣＨ伝送が常に同一時点で実行される方式は一定でない互いに異なる時点
でＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨ（または、ＰＨＩＣＨ）伝送とＰＵＳＣＨ伝送が実行される
方式よりもスケジューリング観点からより容易とすることができる。
【０１３９】
　（方法３－３）
　ＴＤＤセルのＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨ（または、ＰＨＩＣＨ）－ＰＵＳＣＨ対応関係
にＦＤＤタイミングが適用され、ＰＵＳＣＨ－ＰＨＩＣＨ対応関係にＴＤＤセルのＵＬ参
照ＵＬ／ＤＬ設定としてＴＤＤセルのＵＬ／ＤＬ設定が適用され得る。
【０１４０】
　（方法３－４）
　ＴＤＤセルのＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨ（または、ＰＨＩＣＨ）－ＰＵＳＣＨ対応関係
にＴＤＤセルのＵＬ参照ＵＬ／ＤＬ設定としてＴＤＤセルのＵＬ／ＤＬ設定が適用され、
ＰＵＳＣＨ－ＰＨＩＣＨ対応関係にＦＤＤタイミングが適用され得る。
【０１４１】
　「方法３－３」及び「方法３－４」のように、上りリンクグラント（または、ＰＨＩＣ
Ｈ）－ＰＵＳＣＨ対応関係とＰＵＳＣＨ－ＰＨＩＣＨ対応関係に互いに異なるタイミング
の適用される方法が考慮されるが、このような方法は「方法３－１」または「方法３－２
」と異なって統一されたタイミングを適用しないので、上りリンク同期式ＨＡＲＱ方式に
適用されづらい。キャリアアグリゲーションが用いられない無線通信システムやＦＤＤセ
ルまたはＴＤＤセルで構成されたキャリアアグリゲーションが用いられる無線通信システ
ムにおいて、ＦＤＤセルの各上りリンクＨＡＲＱプロセスのための資源は８個サブフレー
ム周期に割り当てられ、ＴＤＤセルでセルのＵＬ参照ＵＬ／ＤＬ設定により各上りリンク
ＨＡＲＱプロセスの資源割当サブフレーム位置が決定され得る。
【０１４２】
　上りリンク同期式ＨＡＲＱ方式で１つのセル内の各上りリンクＨＡＲＱプロセスのため
に割り当てられる資源のサブフレーム位置は予め決定され、互いに異なるＨＡＲＱプロセ
スのための資源は同一のサブフレームに割り当てられなくてもよい。「方法３－３」及び
「方法３－４」のように、上りリンクグラント（または、ＰＨＩＣＨ）－ＰＵＳＣＨ対応
関係とＰＵＳＣＨ－ＰＨＩＣＨ対応関係に互いに異なるタイミングが適用される場合、互
いに異なるＨＡＲＱプロセスのための資源が同一のサブフレームに割り当てられ得る。Ｆ
ＤＤ方式の対応関係でＰＵＳＣＨ資源は８個サブフレーム周期に割り当てられ、ＴＤＤ方
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式の対応関係でＰＵＳＣＨ資源は大部分の場合、１０個サブフレーム周期に割り当てられ
得る。
【０１４３】
　例えば、「方法３－４」が適用され、ＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定１に基づいて対応関係が
決定される場合、上りリンクグラント（または、ＰＨＩＣＨ）－ＰＵＳＣＨ間の対応関係
として「ｎ→ｎ＋４」または「ｎ→ｎ＋６」が用いられる。ＦＤＤタイミングが適用され
ると、ＰＵＳＣＨ－ＰＨＩＣＨ間の対応関係として「ｎ→ｎ＋４」が用いられる。よって
、ＨＡＲＱプロセスのための資源は８個または１０個サブフレーム周期に割り当てられ得
る。その場合、初めて上りリンクグラント（または、ＰＨＩＣＨ）が発生したサブフレー
ムと次のＰＨＩＣＨの対応関係として「ｎ→ｎ＋８」または「ｎ→ｎ＋１０」が用いられ
る。「ｎ→ｎ＋８」の場合、次のＰＨＩＣＨが発生するサブフレームでＴＤＤセルが「Ｄ
」または「Ｓ」でない場合が発生し得るので、新たな上りリンクグラント（または、ＰＨ
ＩＣＨ）－ＰＵＳＣＨ対応関係が追加されなければならない問題がある。また、ＰＨＩＣ
Ｈが発生するサブフレームでＴＤＤセルが常に「Ｄ」または「Ｓ」であっても互いに異な
るＨＡＲＱプロセス間の資源衝突問題が発生され得る。資源割当周期が８個のサブフレー
ムであるＨＡＲＱプロセスのための資源と資源割当周期が１０個のサブフレームであるＨ
ＡＲＱプロセスのための資源は同一のサブフレームに割り当てられ得る。このような問題
は、「方法３－３」でも発生され得る。このような理由で、「方法３－３」及び「方法３
－４」のように、上りリンクグラント（または、ＰＨＩＣＨ）－ＰＵＳＣＨ対応関係とＰ
ＵＳＣＨ－ＰＨＩＣＨ対応関係に互いに異なるタイミングを適用する方法が用いられない
方が好ましい。「方法３－１」及び「方法３－２」は、ＴＤＤサービングセルがＦＤＤセ
ルによりクロスキャリアスケジューリングされる場合、上りリンクＰＵＳＣＨ伝送タイミ
ングで優先に考慮され得る。
【０１４４】
ＦＤＤサービングセルがＴＤＤセルによりクロスキャリアスケジューリングされる場合
　ＦＤＤサービングセルがＴＤＤセルによりクロスキャリアスケジューリングされる場合
、クロスキャリアスケジューリングは、ＴＤＤセルが下りリンク伝送ができるサブフレー
ムでのみ可能であるので、ＦＤＤサービングセルのためのＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨ伝送
観点から使用可能なサブフレームに制限がある。よって、ＦＤＤセルの上りリンクＰＵＳ
ＣＨスケジューリングにも制限がある。
【０１４５】
　まず、サブフレーム制限をそのまま維持する方式が考慮される。上りリンクグラントと
ＰＵＳＣＨとの間のタイミングはＦＤＤ方式またはＴＤＤ方式によって設定され得る。そ
して、ＴＤＤセルでクロスキャリアスケジューリングが実行されるので、ＦＤＤセルのＰ
ＵＳＣＨに対応する下りリンクＨＡＲＱ－ＡＣＫは、ＴＤＤセルのＰＨＩＣＨを介して伝
送され得る。このとき、ＰＵＳＣＨとＰＨＩＣＨの対応関係としてＴＤＤセルのＰＵＳＣ
ＨとＰＨＩＣＨの対応関係が適用されるが、ＦＤＤタイミングは適用されない。これは、
ＦＤＤセルのＰＵＳＣＨ－ＰＨＩＣＨ対応関係でＰＵＳＣＨ伝送がサブフレームｎから発
生すると、これに対応するＰＨＩＣＨはサブフレームｎ＋４を介して伝送されるべきであ
るが、サブフレームｎ＋４でＴＤＤセルのサブフレームが「Ｄ」または「Ｓ」でない場合
が存在し得るからである。このような問題を解決するためにクロスキャリアスケジューリ
ングを実行しないセルでもＰＨＩＣＨを伝送させるようにする方法が用いられる。他の方
法で既存のＦＤＤタイミング方式と異なる新たなＦＤＤタイミング方式が導入され得る。
【０１４６】
　前述した全ての場合を考慮した場合、下記表１７のように、互いに異なる６個のタイミ
ング方式が適用され得る。下記表１７は、ＴＤＤセルが他のサービングセルである場合、
ＦＤＤサービングセルのＰＵＳＣＨ伝送のためのＤＬ－ＵＬ対応関係を示す。「方法３－
５」ないし「方法３－７」は、ＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨ（または、ＰＨＩＣＨ）－ＰＵ
ＳＣＨ対応関係とＰＵＳＣＨ－ＰＨＩＣＨ対応関係に統一されたタイミング方式を適用（
すなわち、全てのＴＤＤタイミング方式またはＦＤＤタイミング方式）する方法である。
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「方法３－８」ないし「方法３－１０」は、互いに異なるタイミング方式が適用される方
法である。次に、「方法３－５」ないし「方法３－７」でＦＤＤサービングセルのＤＬ－
ＵＬ対応関係を決定する方法について説明する。
【０１４７】
【表１７】

【０１４８】
　「方法３－５」でＦＤＤセルのＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨ（または、ＰＨＩＣＨ）－Ｐ
ＵＳＣＨ対応関係とＰＵＳＣＨ－ＰＨＩＣＨ対応関係にＴＤＤタイミングが全て適用され
得る。すなわち、ＴＤＤセルのＵＬ／ＤＬ設定が有する対応関係がＦＤＤセルにそのまま
適用され得る。
【０１４９】
　図１７は、ＦＤＤセルがＴＤＤセルによりクロスキャリアスケジューリングされた場合
のＦＤＤセルのＰＵＳＣＨ伝送対応関係（すなわち、「方法３－５」でＴＤＤ　ＵＬ／Ｄ
Ｌ設定が１の場合）を示す概念図である。
【０１５０】
　図１７において、「方法３－５」でＴＤＤセルのＵＬ／ＤＬ設定により定義された対応
関係だけが用いられるので、ＦＤＤサービングセルのためのＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨク
ロスキャリアスケジューリングが実行されないＴＤＤセルの下りリンクサブフレームが存
在し得る。ここで、ＴＤＤセルのサブフレーム０、５でクロスキャリアスケジューリング
が実行されなくてもよい。
【０１５１】
　図１８は、ＦＤＤセルがＴＤＤセルによりクロスキャリアスケジューリングされた場合
のＦＤＤセルのＰＵＳＣＨ伝送対応関係（すなわち、「方法３－５」でＴＤＤ　ＵＬ／Ｄ
Ｌ設定が５の場合）を示す概念図である。
【０１５２】
　図１８において、ＴＤＤセルの１つの無線フレーム内に下りリンクサブフレームと特別
サブフレームが９個であるにもかかわらず、ＦＤＤサービングセルのためのクロスキャリ
アスケジューリングは、ＴＤＤセルのサブフレーム８でのみ実行され得る。よって、ＴＤ
Ｄセルのサブフレーム８に対応するＦＤＤセルのサブフレーム２を介してＰＵＳＣＨが伝
送され、ＦＤＤセルでサブフレーム２を除いたサブフレームを介してＰＵＳＣＨは伝送さ
れなくてもよい。
【０１５３】
　図１９は、ＦＤＤセルがＴＤＤセルによりクロスキャリアスケジューリングされた場合
のＦＤＤセルのＰＵＳＣＨ伝送対応関係（すなわち、「方法３－６」でＴＤＤ　ＵＬ／Ｄ
Ｌ設定が１の場合）を示す概念図である。
【０１５４】
　図１９において、「方法３－６」でＦＤＤセルのＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨ（または、
ＰＨＩＣＨ）－ＰＵＳＣＨ対応関係とＰＵＳＣＨ－ＰＨＩＣＨ対応関係にＦＤＤタイミン
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グが全て適用され得る。ただし、サブフレームｎを介して伝送されたＰＵＳＣＨに対応す
るＰＨＩＣＨがサブフレームｎ＋４を介して伝送されることを保障するため、クロスキャ
リアスケジューリングを実行しないＦＤＤセルでＰＨＩＣＨが伝送され得る。「方法３－
６」によれば、ＦＤＤセルのＰＵＳＣＨ伝送に対してＦＤＤタイミングが適用されるので
、「方法３－２」と同様に、ＭＵ－ＭＩＭＯスケジューリングに役立つ。しかし、クロス
キャリアスケジューリングが適用されないＦＤＤセルでＰＨＩＣＨ伝送を許容することは
、ＦＤＤセルの制御チャネルに対するセル間干渉問題を引き起こし得る。
【０１５５】
　図２０は、ＦＤＤセルがＴＤＤセルによりクロスキャリアスケジューリングされた場合
のＦＤＤセルのＰＵＳＣＨ伝送対応関係（すなわち、「方法３－７」でＴＤＤ　ＵＬ／Ｄ
Ｌ設定が５の場合）を示す概念図である。
【０１５６】
　図２０において、「方法３－７」でＦＤＤセルのＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨ（または、
ＰＨＩＣＨ）－ＰＵＳＣＨ対応関係に既存のＦＤＤタイミングが適用され、ＰＵＳＣＨ－
ＰＨＩＣＨ対応関係に新たなＦＤＤタイミングが適用され得る。すなわち、基地局はサブ
フレームｎを介して受信したＰＵＳＣＨに対応するＰＨＩＣＨを新たな伝送時点であるサ
ブフレームｎ＋６を介して伝送し得る。「方法３－７」によればＴＤＤセルのサブフレー
ムｎ＋６が常に「Ｄ」または「Ｓ」であるので、既存のサブフレームｎ＋４のＦＤＤタイ
ミング方式の問題点は解消され得る。
【０１５７】
　さらに、「方法３－７」の変形された方式として次の２つの方法が適用され得る。
【０１５８】
　（方法３－７ａ）
　ＦＤＤセルのＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨ（または、ＰＨＩＣＨ）－ＰＵＳＣＨ対応関係
とＰＵＳＣＨ－ＰＨＩＣＨ対応関係に新たなＦＤＤタイミングが適用され得る。端末が上
りリンクグラント（または、ＰＨＩＣＨ）を、ＴＤＤセルのサブフレームｎを介して受信
した場合、ＦＤＤセルのサブフレームｎ＋５を介してＰＵＳＣＨが伝送され得る。基地局
がＰＵＳＣＨを、ＦＤＤセルのサブフレームｎを介して受信した場合、ＴＤＤセルのサブ
フレームｎ＋５を介してＰＨＩＣＨが伝送され得る。
【０１５９】
　（方法３－７ｂ）
　ＦＤＤセルのＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨ（または、ＰＨＩＣＨ）－ＰＵＳＣＨ対応関係に
新たなＦＤＤタイミングが適用され、ＰＵＳＣＨ－ＰＨＩＣＨ対応関係に既存のＦＤＤタ
イミングが適用され得る。端末が上りリンクグラント（またはＰＨＩＣＨ）を、ＴＤＤセ
ルのサブフレームｎを介して受信した場合、ＦＤＤセルのサブフレームｎ＋６を介してＰ
ＵＳＣＨが伝送され得る。基地局がＰＵＳＣＨをＦＤＤセルのサブフレームｎを介して受
信した場合、ＴＤＤセルのサブフレームｎ＋４を介してＰＨＩＣＨが伝送され得る。
【０１６０】
　「方法３－５」によれば、ＦＤＤセルの上りリンクサブフレームはＴＤＤセルの上りリ
ンクサブフレームの個数分に用いられる。「方法３－７」によれば、ＦＤＤセルの上りリ
ンクサブフレームはＴＤＤセルの下りリンクサブフレーム個数分に用いられる。よって、
ＦＤＤセルの上りリンク資源利用率観点においてＴＤＤセルのＵＬ／ＤＬ設定が０の場合
、「方法３－７」に比べて「方法３－５」が有利であり、ＴＤＤセルのＵＬ／ＤＬ設定が
１ないし６の場合、「方法３－５」に比べて「方法３－７」が有利である。これにより、
次の方法が適用され得る。
【０１６１】
　（方法３－１１）
　ＴＤＤサービングセルのＵＬ／ＤＬ設定が０の場合、ＦＤＤセルのスケジューリング及
びＨＡＲＱタイミングに「方法３－５」が適用され、ＴＤＤサービングセルのＵＬ／ＤＬ
設定が１ないし６の場合、ＦＤＤセルのスケジューリング及びＨＡＲＱタイミングに「方
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【０１６２】
　（方法３－１１ａ）
　ＴＤＤサービングセルのＵＬ／ＤＬ設定が０の場合、ＦＤＤセルのスケジューリング及
びＨＡＲＱタイミングに「方法３－５」が適用され、ＴＤＤサービングセルのＵＬ／ＤＬ
設定が１ないし６の場合、ＦＤＤセルのスケジューリング及びＨＡＲＱタイミングに「方
法３－７ａ」が適用され得る。
【０１６３】
　（方法３－１１ｂ）
　ＴＤＤサービングセルのＵＬ／ＤＬ設定が０の場合、ＦＤＤセルのスケジューリング及
びＨＡＲＱタイミングに「方法３－５」が適用され、ＴＤＤサービングセルのＵＬ／ＤＬ
設定が１ないし６の場合、ＦＤＤセルのスケジューリング及びＨＡＲＱタイミングに「方
法３－７ｂ」が適用され得る。
【０１６４】
　前述のように、ＦＤＤサービングセルがＴＤＤセルによりクロスキャリアスケジューリ
ングされた場合、クロスキャリアスケジューリングはＴＤＤセルの下りリンクサブフレー
ムでのみ可能であるので、ＦＤＤセルの上りリンクＰＵＳＣＨスケジューリングが制限さ
れ得る。
【０１６５】
　ＦＤＤサービングセルがＴＤＤセルによりクロスキャリアスケジューリングされた場合
、ＦＤＤセルの上りリンクＰＵＳＣＨスケジューリングの制限を無くす方法として複数の
サブフレームスケジューリングが導入され得る。すなわち、ＴＤＤセルによりクロスキャ
リアスケジューリングされた場合に複数のサブフレームが一度にスケジューリングされ得
る。この場合、ＦＤＤサービングセルのＤＬ－ＵＬ対応関係として「方法３－５」ないし
「方法３－７」のうち１つが適用され得る。「方法３－５」ないし「方法３－７」に複数
のサブフレームスケジューリングが適用される場合、複数のサブフレームスケジューリン
グによって割り当てられたＰＵＳＣＨとこれに対応するＰＨＩＣＨとの間の対応関係は新
たに定義されるべきである。
【０１６６】
　（方法３－１２）
　ＴＤＤセルの下りリンクサブフレームｎを介して上りリンクグラント（または、ＰＨＩ
ＣＨ）が伝送された場合、これに対応するＰＵＳＣＨはＦＤＤセルの上りリンクサブフレ
ームｎ＋ｋを介して伝送され得る。また、ＴＤＤセルの下りリンクサブフレームｉを介し
て伝送されるＰＨＩＣＨは、ＦＤＤセルの上りリンクサブフレームｉ－ｍを介して伝送さ
れるＰＵＳＣＨに対応し得る。ここで、ＴＤＤサービングセルのＵＬ／ＤＬ設定０ないし
６のためのｋは下記表１８によって与えられ、ＴＤＤサービングセルのＵＬ／ＤＬ設定０
ないし６のためのｍは下記表１９によって与えられる。
【０１６７】



(31) JP 2016-530781 A 2016.9.29

10

20

30

40

50

【表１８】

【０１６８】

【表１９】

【０１６９】
　「方法３－１２」は、「方法３－７」のタイミング関係をベースに複数のサブフレーム
スケジューリングをさらに適用することによって、対応関係がなかったＦＤＤセルの上り
リンクサブフレームのスケジューリングが可能とさせた方法である。複数のサブフレーム
スケジューリングが適用されたサブフレームはＴＤＤサービングセルの下りリンクサブフ
レーム１、６である。
【０１７０】
　図２１は、ＦＤＤセルがＴＤＤセルによりクロスキャリアスケジューリングされた場合
、ＦＤＤセルのＰＵＳＣＨ伝送対応関係（すなわち、「方法３－１２」でＴＤＤ　ＵＬ／
ＤＬ設定が１の場合）を示す概念図である。
【０１７１】
　図２１において、「方法３－７」と比べて新たな対応関係が追加されたＦＤＤセルの上
りリンクサブフレームは１、２、６、７であり、これにマッピングされるＨＡＲＱプロセ
スの往復時間は全て１０ｍｓで、既存ＨＡＲＱプロセスの往復時間と同一である。
【０１７２】
　図２２は、ＦＤＤセルがＴＤＤセルによりクロスキャリアスケジューリングされた場合
、ＦＤＤセルのＰＵＳＣＨ伝送対応関係（すなわち、「方法３－１２」でＴＤＤ　ＵＬ／
ＤＬ設定が３の場合）を示す概念図である。
【０１７３】
　図２２において、ＴＤＤセルのＵＬ／ＤＬ設定が３の場合の「方法３－１２」による対
応関係が示される。「方法３－１１」によれば、ＦＤＤセルの上りリンクサブフレーム８
はスケジューリングされることができない。ＦＤＤセルの上りリンクサブフレーム８をさ
らに用いるために、ＵＬ／ＤＬ設定３に複雑なタイミング対応関係を導入しなければなら
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なく、この場合に全体的にＨＡＲＱプロセスの往復時間が長くなる問題がある。「方法３
－１２」によれば、ＦＤＤセルの上りリンクサブフレーム８を除いた残りの９個の上りリ
ンクサブフレームに対応するＨＡＲＱプロセスが１０ｍｓの短い往復時間を有し得る。さ
らに、使用が制限されたサブフレームを介して既存端末（例えば、ｒｅｌｅａｓｅ－１１
までの端末）またはＦＤＤプライマリセルを有する端末は相変らずスケジューリングを受
けることができるので、全体容量の観点から大きい問題とはならない。
【０１７４】
　「方法３－１２」によれば、使用が制限されるＦＤＤセルの上りリンクサブフレームは
ＵＬ／ＤＬ設定が０の場合にサブフレーム３、８であり、ＵＬ／ＤＬ設定が３の場合にサ
ブフレーム８であり、ＵＬ／ＤＬ設定が６の場合にサブフレーム８である。
【０１７５】
　「方法３－１２」によれば、ＴＤＤセルの一部下りリンクサブフレームにＦＤＤセルの
ＰＵＳＣＨに対応するＰＨＩＣＨが最大３つまで集中され得る。例えば、ＦＤＤセルの上
りリンクサブフレーム５、６、７を介してそれぞれ伝送されたＰＵＳＣＨに対応するＰＨ
ＩＣＨがＴＤＤセルの下りリンクサブフレーム１を介して同時に伝送され得る。ＰＨＩＣ
Ｈの負荷を分散させるための方法として次の変形された対応関係が適用され得る。
【０１７６】
　（方法３－１３）
　ＴＤＤセルの下りリンクサブフレームｎを介して上りリンクグラント（または、ＰＨＩ
ＣＨ）が伝送された場合、これに対応するＰＵＳＣＨはＦＤＤセルの上りリンクサブフレ
ームｎ＋ｋ’を介して伝送され得る。さらに、ＴＤＤセルの下りリンクサブフレームｉを
介して伝送されるＰＨＩＣＨはＦＤＤセルの上りリンクサブフレームｉ－ｍ’を介して伝
送されたＰＵＳＣＨに対応し得る。ここで、ＴＤＤサービングセルのＵＬ／ＤＬ設定０な
いし６のためのｋ’は下記表２０によって与えられ、ＴＤＤサービングセルのＵＬ／ＤＬ
設定０ないし６のためのｍ’は下記表２１によって与えられる。
【０１７７】
【表２０】

【０１７８】
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【表２１】

【０１７９】
　以上、実施形態を参照しながら説明したが、当該技術分野の熟練した当業者は、添付の
特許請求の範囲に記載された本発明の思想及び領域から逸脱しない範囲内で、本発明を多
様に修正及び変更可能であるものと理解する。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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【図１９】 【図２０】

【図２１】 【図２２】
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【手続補正書】
【提出日】平成28年7月12日(2016.7.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＦＤＤ（ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｄｕｐｌｅｘ）セル（ｃｅｌｌ）と
ＴＤＤ（ｔｉｍｅ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｄｕｐｌｅｘ）セルとが統合されるシステムにお
ける通信方法であって、
　前記ＦＤＤセルの下りリンクサブフレーム（ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ｓｕｂｆｒａｍｅ）（
ｎ－ｋ（ｎは０以上の整数、ｋは自然数））を介して下りリンクデータチャネルまたは下
りリンク制御チャネルを受信することと、
　前記下りリンクサブフレーム（ｎ－ｋ）に対応する前記ＴＤＤセルの上りリンクサブフ
レーム（ｕｐｌｉｎｋ　ｓｕｂｆｒａｍｅ）ｎを介して、受信された下りリンクデータチ
ャネルまたは下りリンク制御チャネルに対するＡＣＫまたはＮＡＣＫを伝送することと、
　を含み、
　ｎは前記ＴＤＤセルのフレーム内でのサブフレームの位置を示すサブフレームインデッ
クス値であって、０から９までの一つである、
　通信方法。
【請求項２】
　前記ＦＤＤセルがセカンダリ（ｓｅｃｏｎｄａｒｙ）セルであり、前記ＴＤＤセルがプ
ライマリ（ｐｒｉｍａｒｙ）セルである、請求項１に記載の通信方法。
【請求項３】
　前記下りリンクデータチャネルは、ＰＤＳＣＨ（ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｄｏｗｎｌｉｎｋ
　ｓｈａｒｅｄ　ｃｈａｎｎｅｌ）である、請求項１に記載の通信方法。
【請求項４】
　前記下りリンク制御チャネルは、ＳＰＳ（ｓｅｍｉ－ｐｅｒｓｉｓｔｅｎｔ　ｓｃｈｅ
ｄｕｌｉｎｇ）の解除を指示するＰＤＣＣＨ（ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ｃ
ｏｎｔｒｏｌ　ｃｈａｎｎｅｌ）である、請求項１に記載の通信方法。
【請求項５】
　前記ＡＣＫまたはＮＡＣＫは、上りリンクサブフレームｎ内のＰＵＣＣＨ（ｐｈｙｓｉ
ｃａｌ　ｕｐｌｉｎｋ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｃｈａｎｎｅｌ）を介して伝送される、請求項
１に記載の通信方法。
【請求項６】
　前記ＡＣＫまたはＮＡＣＫは、上りリンクサブフレームｎ内のＰＵＳＣＨ（ｐｈｙｓｉ
ｃａｌ　ｕｐｌｉｎｋ　ｓｈａｒｅｄ　ｃｈａｎｎｅｌ）を介して伝送される、請求項１
に記載の通信方法。
【請求項７】
　前記ＦＤＤセルは、前記ＴＤＤセルによってクロスキャリアスケジューリング（ｃｒｏ
ｓｓ　ｃａｒｒｉｅｒ　ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ）されない、請求項１に記載の通信方法。
【請求項８】
　上りリンク／下りリンク設定０が前記ＴＤＤセルに適用される場合、ｋは以下の表に基
づくｎに従って決定される、請求項１に記載の通信方法。
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【表１】

【請求項９】
　上りリンク／下りリンク設定１が前記ＴＤＤセルに適用される場合、ｋは以下の表に基
づくｎに従って決定される、請求項１に記載の通信方法。

【表２】

【請求項１０】
　上りリンク／下りリンク設定２が前記ＴＤＤセルに適用される場合、ｋは以下の表に基
づくｎに従って決定される、請求項１に記載の通信方法。
【表３】

【請求項１１】
　上りリンク／下りリンク設定３が前記ＴＤＤセルに適用される場合、ｋは以下の表に基
づくｎに従って決定される、請求項１に記載の通信方法。

【表４】

【請求項１２】
　上りリンク／下りリンク設定４が前記ＴＤＤセルに適用される場合、ｋは以下の表に基
づくｎに従って決定される、請求項１に記載の通信方法。
【表５】

【請求項１３】
　上りリンク／下りリンク設定５が前記ＴＤＤセルに適用される場合、ｋは以下の表に基
づくｎに従って決定される、請求項１に記載の通信方法。
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【表６】

【請求項１４】
　上りリンク／下りリンク設定６が前記ＴＤＤセルに適用される場合、ｋは以下の表に基
づくｎに従って決定される、請求項１に記載の通信方法。
【表７】

【請求項１５】
　ＦＤＤ（ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｄｕｐｌｅｘ）セル（ｃｅｌｌ）と
ＴＤＤ（ｔｉｍｅ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｄｕｐｌｅｘ）セルとが統合されるシステムにお
ける通信方法であって、
　前記ＦＤＤセルの下りリンクサブフレーム（ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ｓｕｂｆｒａｍｅ）（
ｎ－ｋ（ｎは０以上の整数、ｋは自然数））を介して下りリンクデータチャネルまたは下
りリンク制御チャネルを伝送することと、
　前記下りリンクサブフレーム（ｎ－ｋ）に対応する前記ＴＤＤセルの上りリンクサブフ
レーム（ｕｐｌｉｎｋ　ｓｕｂｆｒａｍｅ）ｎを介して、伝送された下りリンクデータチ
ャネルまたは下りリンク制御チャネルに対するＡＣＫまたはＮＡＣＫを受信することと、
　を含み、
　ｎは前記ＴＤＤセルのフレーム内でのサブフレームの位置を示すサブフレームインデッ
クス値であって、０から９までの一つである、
　通信方法。
【請求項１６】
　ＦＤＤ（ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｄｕｐｌｅｘ）セル（ｃｅｌｌ）と
ＴＤＤ（ｔｉｍｅ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｄｕｐｌｅｘ）セルとが統合されるシステムにお
ける通信方法であって、
　前記ＴＤＤセルの下りリンクサブフレーム（ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ｓｕｂｆｒａｍｅ）ま
たは特別（ｓｐｅｃｉａｌ）サブフレーム（ｎ－ｋ－ｌ（ｎは０以上の整数、ｋおよびｌ
は自然数））を介して前記ＦＤＤセルの上りリンクデータチャネル伝送のためのグラント
（ｇｒａｎｔ）を受信することと、
　前記ＦＤＤセルの上りリンクサブフレーム（ｕｐｌｉｎｋ　ｓｕｂｆｒａｍｅ）（ｎ－
ｋ）を介して、上りリンクデータチャネル伝送のためのグラントをベースに上りリンクデ
ータチャネルを伝送することと、
　前記ＴＤＤセルの下りリンクサブフレームまたは特別サブフレームｎを介して前記上り
リンクデータチャネルのためのＡＣＫまたはＮＡＣＫを受信することと、
　を含み、
　ｎは前記ＴＤＤセルのフレーム内でのサブフレームの位置を示すサブフレームインデッ
クス値であって、０から９までの一つである、
　通信方法。
【請求項１７】
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　前記ＴＤＤセルによって前記ＦＤＤセルがクロスキャリアスケジューリング（ｃｒｏｓ
ｓ　ｃａｒｒｉｅｒ　ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ）される、請求項１６に記載の通信方法。
【請求項１８】
　ｋは６であり、ｌは４である、請求項１７に記載の通信方法。
【請求項１９】
　ＦＤＤ（ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｄｕｐｌｅｘ）セル（ｃｅｌｌ）と
ＴＤＤ（ｔｉｍｅ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｄｕｐｌｅｘ）セルとが統合されるシステムにお
ける通信方法であって、
　前記ＴＤＤセルの下りリンクサブフレーム（ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ｓｕｂｆｒａｍｅ）ま
たは特別（ｓｐｅｃｉａｌ）サブフレーム（ｎ－ｋ－ｌ（ｎは０以上の整数、ｋおよびｌ
は自然数））を介して前記ＦＤＤセルの上りリンクデータチャネル伝送のためのグラント
（ｇｒａｎｔ）を伝送することと、
　前記ＦＤＤセルの上りリンクサブフレーム（ｕｐｌｉｎｋ　ｓｕｂｆｒａｍｅ）（ｎ－
ｋ）を介して、上りリンクデータチャネル伝送のためのグラントをベースに上りリンクデ
ータチャネルを受信することと、
　前記ＴＤＤセルの下りリンクサブフレームまたは特別サブフレームｎを介して前記上り
リンクデータチャネルに対するＡＣＫまたはＮＡＣＫを伝送することと、
　を含み、
　ｎは前記ＴＤＤセルのフレーム内でのサブフレームの位置を示すサブフレームインデッ
クス値であって、０から９までの一つである、
　通信方法。
【請求項２０】
　ＦＤＤ（ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｄｕｐｌｅｘ）セル（ｃｅｌｌ）と
ＴＤＤ（ｔｉｍｅ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｄｕｐｌｅｘ）セルとが統合されるシステムに
おける通信方法であって、
　前記ＴＤＤセルの下りリンクサブフレーム（ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ｓｕｂｆｒａｍｅ）ま
たは特別（ｓｐｅｃｉａｌ）サブフレーム（ｎ－ｋ－ｌ（ｎは０以上の整数であり、ｋお
よびｌは自然数））を介して前記ＦＤＤセルの上りリンクデータチャネル伝送のためのＮ
ＡＣＫを受信することと、
　前記ＦＤＤセルの上りリンクサブフレーム（ｕｐｌｉｎｋ　ｓｕｂｆｒａｍｅ）（ｎ－
ｋ）を介して、前記ＮＡＣＫに基づく上りリンクデータチャネルを伝送することと、
　前記ＴＤＤセルの上りリンクサブフレームまたは特別サブフレームｎを介して前記上り
リンクデータチャネルに対するＡＣＫまたはＮＡＣＫを受信することと、
　を含み、
　ｎは前記ＴＤＤセルのフレーム内でのサブフレームの位置を示すサブフレームインデッ
クス値であって、０から９までの一つである、
　通信方法。
【請求項２１】
　前記ＴＤＤセルによって前記ＦＤＤセルがクロスキャリアスケジューリング（ｃｒｏｓ
ｓ　ｃａｒｒｉｅｒ　ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ）される、請求項２０に記載の通信方法。
【請求項２２】
　ｋは６であり、ｌは４である、請求項２１に記載の通信方法。
【請求項２３】
　ＦＤＤ（ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｄｕｐｌｅｘ）セル（ｃｅｌｌ）と
ＴＤＤ（ｔｉｍｅ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｄｕｐｌｅｘ）セルとが統合されるシステムにお
ける通信方法であって、
　前記ＴＤＤセルの下りリンクサブフレーム（ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ｓｕｂｆｒａｍｅ）ま
たは特別（ｓｐｅｃｉａｌ）サブフレーム（ｎ－ｋ－１（ｎは０以上の整数、ｋおよび１
は自然数））を介して前記ＦＤＤセルの上りリンクデータチャネル伝送のためのＮＡＣＫ
を伝送することと、
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　前記ＦＤＤセルの上りリンクサブフレーム（ｕｐｌｉｎｋ　ｓｕｂｆｒａｍｅ）（ｎ－
ｋ）を介して前記ＮＡＣＫに基づく上りリンクデータチャネルを受信することと、
　前記ＴＤＤセルの上りリンクサブフレームまたは特別サブフレームｎを介して前記上り
リンクデータチャネルのためのＡＣＫまたはＮＡＣＫを伝送することと、
　を含み、
　ｎは前記ＴＤＤセルのフレーム内でのサブフレームの位置を示すサブフレームインデッ
クス値であって、０から９までの一つである、
　通信方法。
【請求項２４】
　ＦＤＤ（ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｄｕｐｌｅｘ）セル（ｃｅｌｌ）と
ＴＤＤ（ｔｉｍｅ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｄｕｐｌｅｘ）セルとが統合されるシステムにお
ける通信方法であって、
　前記ＦＤＤセルの下りリンクサブフレーム（ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ｓｕｂｆｒａｍｅ）ｎ
（ｎは０以上の整数）を介して前記ＴＤＤセルの上りリンクデータチャネル伝送のための
グラント（ｇｒａｎｔ）を受信することと、
　前記ＴＤＤセルの上りリンクサブフレーム（ｕｐｌｉｎｋ　ｓｕｂｆｒａｍｅ）（ｎ＋
ｋ（ｋは自然数））を介して、上りリンクデータチャネル伝送のための前記グラントをベ
ースに上りリンクデータチャネルを伝送することと、
　前記ＦＤＤセルの下りリンクサブフレーム（ｎ＋ｋ＋ｌ（ｌは自然数））を介して前記
上りリンクデータチャネルのためのＡＣＫまたはＮＡＣＫを受信することと、
　を含み、
　ｎは前記ＴＤＤセルのフレーム内でのサブフレームの位置を示すサブフレームインデッ
クス値であって、０から９までの一つである、
通信方法。
【請求項２５】
　前記ＦＤＤセルによって前記ＴＤＤセルがクロスキャリアスケジューリング（ｃｒｏｓ
ｓ　ｃａｒｒｉｅｒ　ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ）される、請求項２４に記載の通信方法。
【請求項２６】
　ｋは、以下の表に基づいてサブフレームｎのサブフレームインデックス値と前記ＴＤＤ
セルの上りリンク／ダウニング設定とに従って決定される、請求項２４に記載の通信方法
。
【表８】

【請求項２７】
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　ｌは、以下の表に基づいてサブフレーム（ｎ＋ｋ）のサブフレームインデックス値と前
記ＴＤＤセルの上りリンク／ダウニング設定とに従って決定される、請求項２４に記載の
通信方法。
【表９】

【請求項２８】
　ＦＤＤ（ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｄｕｐｌｅｘ）セル（ｃｅｌｌ）と
ＴＤＤ（ｔｉｍｅ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｄｕｐｌｅｘ）セルとが統合されるシステムにお
ける通信方法であって、
　前記ＦＤＤセルの下りリンクサブフレーム（ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ｓｕｂｆｒａｍｅ）ｎ
（ｎは０以上の整数）を介して前記ＴＤＤセルの上りリンクデータチャネル伝送のための
グラント（ｇｒａｎｔ）を伝送することと、
　前記ＴＤＤセルの上りリンクサブフレーム（ｕｐｌｉｎｋ　ｓｕｂｆｒａｍｅ）（ｎ＋
ｋ（ｋは自然数））を介して、上りリンクデータチャネル伝送のための前記グラントをベ
ースに上りリンクデータチャネルを受信することと、
　前記ＦＤＤセルの下りリンクサブフレーム（ｎ＋ｋ＋ｌ（ｌは自然数））を介して前記
上りリンクデータチャネルのためのＡＣＫまたはＮＡＣＫを伝送することと、
　を含み、
　ｎは前記ＴＤＤセルのフレーム内でのサブフレームの位置を示すサブフレームインデッ
クス値であって、０から９までの一つである、
　通信方法。
　　　　　　　　　　　　　



(45) JP 2016-530781 A 2016.9.29

10

20

30

40

【国際調査報告】



(46) JP 2016-530781 A 2016.9.29

10

20

30

40



(47) JP 2016-530781 A 2016.9.29

10

20

30

40



(48) JP 2016-530781 A 2016.9.29

10

20

30

40



(49) JP 2016-530781 A 2016.9.29

10

20

30

40

フロントページの続き

(31)優先権主張番号  10-2013-0149768
(32)優先日　　　　  平成25年12月4日(2013.12.4)
(33)優先権主張国　  韓国(KR)
(31)優先権主張番号  10-2013-0150831
(32)優先日　　　　  平成25年12月5日(2013.12.5)
(33)優先権主張国　  韓国(KR)
(31)優先権主張番号  10-2013-0163045
(32)優先日　　　　  平成25年12月24日(2013.12.24)
(33)優先権主張国　  韓国(KR)

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LR,LS,MW,MZ,NA,RW,SD,SL,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,RU,TJ,T
M),EP(AL,AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MK,MT,NL,NO,PL,PT,RO,R
S,SE,SI,SK,SM,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,KM,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AO,AT,AU,AZ,BA,
BB,BG,BH,BN,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,CL,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,GT,HN,H
R,HU,ID,IL,IN,IR,IS,JP,KE,KG,KN,KP,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LT,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA,NG,NI
,NO,NZ,OM,PA,PE,PG,PH,PL,PT,QA,RO,RS,RU,RW,SA,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,ST,SV,SY,TH,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,UA,
UG,US,UZ

(74)代理人  100105153
            弁理士　朝倉　悟
(74)代理人  100107582
            弁理士　関根　毅
(74)代理人  100108785
            弁理士　箱崎　幸雄
(72)発明者  ムン、ソン、ヒョン
            大韓民国テジョン、ソ－グ、マンニョン－ロ、４５、１０３－７９０
(72)発明者  コ、ヨン、ジョ
            大韓民国テジョン、ソ－グ、チョンサソ－ロ、１１、１０１－９０６
(72)発明者  アン、ジェ、ヨン
            大韓民国テジョン、ユソン－グ、エキスポ－ロ、４４８、３０９－１７０２
(72)発明者  キム、チョル、スン
            大韓民国テジョン、ユソン－グ、ガジョン－ロ、２７０
(72)発明者  シン、ジュン、ウ
            大韓民国テジョン、ソ－グ、ドゥンサンブク－ロ、１６０、１０２－４０１
Ｆターム(参考) 5K067 AA11  BB04  DD24  DD43  EE02  EE10  EE61  EE71  FF16  HH28 

(54)【発明の名称】キャリアアグリゲーションベースの無線通信システムにおける通信方法（ＣＯＭＭＵＮＩＣＡＴ
    　　　　　　　ＩＯＮ　ＭＥＴＨＯＤ　ＩＮ　ＷＩＲＥＬＥＳＳ　ＣＯＭＭＵＮＩＣＡＴＩＯＮ　ＳＹＳＴＥＭ
    　　　　　　　　ＯＮ　ＢＡＳＩＳ　ＯＦ　ＣＡＲＲＩＥＲ　ＡＧＧＲＥＧＡＴＩＯＮ）


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	written-amendment
	search-report
	overflow

